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国民健康保険

後期高齢者医療

介 護 保 険

介護サービス

※数値は端数調整してあります。

塩澤 浩 町長

歳出合計
99億1610万円

歳入合計
99億1610万円

自主財源（60.6%）
依存財源（39.4%）

会計名 令和7年度 前年度比

99億1607万円

18億7064万円

2億8212万円

11億3779万円

3808万円

132億4470万円

20億7297万円

25億4695万円

3億5735万円

町民税

固定資産税

その他

6.5%

-0.9%

3.9%

7.2%

5.4%

5.0%

特
別
会
計

令
和
7
年
度
の
重
点
施
策

― 

施
政
方
針
演
説 

―

「未来への魅力あふれる昭和町」の実現に向けて
一般会計・特別会計予算

町税の内訳

昭和町

60.6％

39.4％

自主財源

依存財源
※令和6年度の骨格・暫定予算を除く山梨県内22市町村の平均

46.5％

53.5％

県内平均※

合　計

　令
和
7
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、当
局
よ
り
令
和
7
年
度
の
一
般
会
計
・

特
別
会
計
・
下
水
道
事
業
会
計
予
算
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
に
伴
い
設
置
さ
れ
た「
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」に
お
い
て
、全
議
員
で
慎

重
審
査
を
行
い
、本
会
議
に
お
い
て
、す
べ
て
の
会
計
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。

令和7年度
一般会計 物価高騰対策・デジタル 化の推進・公共施設の再編を継続！

3
月
定
例
会
の
概
要

高齢者・障がい者福祉や
保育所、児童手当などに要
するお金

民生費
39億6622万円
（40.0%）

国などから借り入れるお金

町債（借入金）
2億3070万円
（2.3%）

県からの補助金など使いみ
ちが特定されているお金

県支出金
8億2091万円
（8.3%）

シルバー人材センターの
委託料や町の貯金（基金）
に積み立てるお金など

その他
5223万円
（0.5%）農業振興などに要するお金

農林水産業費
9698万円
（1.0%）

議会運営に要するお金

議会費
8450万円
（0.9%）

消防の運営や防災無線の
管理などに要するお金

消防費
3億9987万円
（4.0%）

庁舎管理や地域振興など
に要するお金

総務費
17億6780万円
（17.8%）

学校運営や教材購入など
に要するお金

教育費
14億9446万円
（15.1%）

道路整備や河川清掃など
に要するお金

土木費
8億4981万円
（8.6%）

予防接種、健診、ごみ処理
などに要するお金

衛生費
7億3515万円
（7.4%）

町の借金（町債）の返済に
充てるお金

公債費
4億6905万円
（4.7%）

貯金（基金）を切り崩した
お金

繰入金
2億8169万円
（2.8%）

ふるさと納税などの寄附
金や施設使用料・各種証
明書発行手数料により得
ることが見込まれるお金
など

その他
6億5267万円
（6.6%）

学校給食費として保護者のみなさ
んから納められるお金など

分担金及び負担金
9367万円
（0.9%）

国からの補助金など使いみ
ちが特定されているお金

国庫支出金
19億6538万円
（19.8%）

消費税など税収の一部を
国から町に譲与・交付され
るお金

譲与税及び交付金
8億9380万円
（9.0%）

▲「広報昭和4月号」施政方針全文を掲載

住民税、軽自動車税など町
民のみなさんから納めら
れるお金

町税
49億7727万円
（50.2%）

一般会計

会計名 区　分 令和7年度

8億2578万円

7億5406万円

3億3719万円

6億2942万円

収入

支出

収入

支出

収益的
収支

資本的
収支

公営企業会計予算

下水道事業

個
別
の
注
目
予
算
は
次
ペ
ー
ジ

■ 

物
価
高
騰
対
策

・
農
業
用
資
材
等
の
価
格
高
騰
分
の

  

助
成
制
度
を
継
続

・
給
食
・
副
食
費
の
１
学
期
相
当
分
の

  

無
償
化
の
継
続

■ 

デ
ジ
タ
ル
化
推
進

・
A
I
を
活
用
し
た
業
務
の
効
率
化

・
証
明
書
発
行
手
数
料
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

■ 

公
共
施
設
の
再
編

・
中
央
公
民
館
の
解
体

■ 

中
学
校
の
部
活
動
地
域
展
開

■ 

高
齢
者
移
動
手
段
確
保
事
業
の
制
度

　

 

創
設
に
向
け
た
実
証
運
行
実
験
の
実
施

■ 

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
の
庁
内
体
制
の
強
化

■ 

災
害
時
に
対
応
す
る
た
め
の

　

 

自
動
パ
ッ
ク
式
ト
イ
レ
と

　

 

ク
レ
ー
ン
付
き
車
両
の
整
備

■ 

空
き
家
除
却
費
用
の
補
助

そ
の
他
の
取
り
組
み

自主財源は税金など町に
入ってくるお金で、依存財源
は、国や県などから入ってく
るお金だよ。

ねぇねぇほたるん
自主財源と依存財源って
どう違うの？

やまなし 議会だよりしょうわ No.205
令和7年4月25日発行 2
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教育環境の
充実

安全・安心な
まちづくり

地域経済の
発展

社会福祉の
充実

一目瞭然
令和7年度一般会計

暮しやすさいち ばんを目指して
町単職員や
教育指導員の
適正な配置

1億465万円

山梨県の被害想定が変更されたこ
とに伴い、本町における被害想定に
対応できるよう、災害備蓄品の確保
に努めていく。

災害備蓄品の充実

昭和玉穂中央通り線や西条の住宅
公園から工業団地へ向かう道路（町
道124号線）までの接続をよくする
ための、道路インフラの整備を行っ
ている。

幹線道路の分散化による渋滞緩和部活動の地域展開

中学校の部活動は、教職員が顧問となり
指導を行ってきたが、放課後や休日の指
導が負担となっている。教職員の働き方
改革もあり、本町では、総合型地域スポー
ツクラブ「キャメリア」が受け皿となって
いる。

議員は
ココを見る!

CHECK 3

CHECK 1

CHECK 2CHECK 1

●小中学校町単教員雇用
●小中学校教育指導員雇用

部活動の地域展開

620万円
●業務委託

「こども計画」の作成

378万円
●こども計画策定業務委託

育児不安等に関する
相談、育児指導への

助成制度
2867万円

●妊婦のための支援給付と
　包括相談支援

商工振興センターの
積極的な活用
660万円

●指定管理料

地域経済の活性化に
資する事業の実施
3051万円

●育成補助ほか

ふるさと納税の推進

1640万円
●ふるさと納税業務
　（返礼品・寄付者管理）

災害備蓄品の充実

2527万円
●避難所防災備蓄

クレーン付き
車両を整備
916万円

●災害対応車両購入

自主防災会への
資機材等の

購入費助成を継続
254万円

●自主防災会施設等
　整備費補助金

「しょうわ子育て
支援ナビ」の利用者の

拡充
26万円

●母子手帳アプリ業務
　保守委託

教育支援センターの
単独設置

255万円
●施設整備 ●会場借上げ

●講師料等
●小中学校英語指導
　（外国人講師）
●ICT構築・保守
●ICT環境整備

「ほたる學舎」の継続

143万円
英語教育・情報教育の

推進
1億5297万円

●工事監理業務

照明設備のLED化

1億6808万円

「個別センター健診」の
継続

764万円
●個別センター健診委託

医療用ウイッグや
乳房補正具

等への購入助成を継続
50万円

●医療用ウィッグ・
　乳房補正具の購入助成

高齢者福祉・介護、
障がい児者関連施策
8億9637万円
●自立支援給付費
●社会福祉・地域福祉事業
●障がい児者補装具給付
　　　　　　　　　　　等

高齢者移動手段
確保事業の検討
1276万円

●（仮称）高齢者移動手段
　確保事業実証運行実験
●赤字路線バス補助金等

幹線道路の分散化に
よる渋滞緩和

1億9000万円
●昭和玉穂中央通り線
　道路整備事業
●町道124号線道路
　改良事業

CHECK 2

CHECK 3

家庭用発電機等の
購入費用の助成を継続

140万円
●非常用電源購入費補助金

危険箇所の解消

350万円
●外側線標示等工事
●交通安全施設工事

空き家除却費用を補助

50万円
●空家等除却費補助金
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1640万円
●ふるさと納税業務
　（返礼品・寄付者管理）

災害備蓄品の充実

2527万円
●避難所防災備蓄

クレーン付き
車両を整備
916万円

●災害対応車両購入

自主防災会への
資機材等の

購入費助成を継続
254万円

●自主防災会施設等
　整備費補助金

「しょうわ子育て
支援ナビ」の利用者の

拡充
26万円

●母子手帳アプリ業務
　保守委託

教育支援センターの
単独設置

255万円
●施設整備 ●会場借上げ

●講師料等
●小中学校英語指導
　（外国人講師）
●ICT構築・保守
●ICT環境整備

「ほたる學舎」の継続

143万円
英語教育・情報教育の

推進
1億5297万円

●工事監理業務

照明設備のLED化

1億6808万円

「個別センター健診」の
継続

764万円
●個別センター健診委託

医療用ウイッグや
乳房補正具

等への購入助成を継続
50万円

●医療用ウィッグ・
　乳房補正具の購入助成

高齢者福祉・介護、
障がい児者関連施策
8億9637万円
●自立支援給付費
●社会福祉・地域福祉事業
●障がい児者補装具給付
　　　　　　　　　　　等

高齢者移動手段
確保事業の検討
1276万円

●（仮称）高齢者移動手段
　確保事業実証運行実験
●赤字路線バス補助金等

幹線道路の分散化に
よる渋滞緩和

1億9000万円
●昭和玉穂中央通り線
　道路整備事業
●町道124号線道路
　改良事業

CHECK 2

CHECK 3

家庭用発電機等の
購入費用の助成を継続

140万円
●非常用電源購入費補助金

危険箇所の解消

350万円
●外側線標示等工事
●交通安全施設工事

空き家除却費用を補助

50万円
●空家等除却費補助金
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井口　正
議員

令和5年12月定例議会にて昭和町各区公会堂
建設等事業助成金交付要綱の改定を求め一般
質問を行った際、現行要綱を目的に沿った助成
基準を策定する方向で検討する旨の答弁がな
されたが、今回の補正予算では、要綱の改正は
助成金額の20%引き上げのみであり、区民数や
世帯数に応じた助成基準の策定は行われてい
ない。公平で透明性のある制度改定を早急に実
施することを強く求めるものであり、原案に反
対する。

各区公会堂は、地域住民の交流の場であると同
時に、災害時には自主防災会の拠点として機能
するなど、自治会運営に欠かせない重要な施設
である。令和7年4月に建築基準法改正が迫る
中、近年の物価高騰や人件費の上昇の影響によ
り、建築面積の縮小など、当初の計画を見直す
ことで、建築確認申請までこぎつけており、これ
以上のスケジュール変更は、設計見直しやさら
なる建築費の高騰を招くおそれがあるため、原
案に賛成する。

野沢 敬夫
議員

詳細は5月末更新予定のHPの会議録をご覧ください　　※小林耐三議員は議長のため、採決には加わっていません。

3月定例会で
決まったこと

令和7年3月定例会は、3月4日から3月19日まで16日
間の会期で開催しました。承認関係3案件、条例関係
11案件、令和6年度補正予算関係6案件、令和7年度
予算関係6案件、委提1案件、人事関係4案件、その他
3案件の計34案件を審議しました。

河
住
　保
茂

石
原
　高
明

金
丸
　富
一

小
林
　耐
三

海
野
　
　豊

長
田
　信
夫

泉
　
　敏
弘

今
村
　
　力

野
沢
　敬
夫

今
澤
　幸
広

植
竹
　由
美

保
坂
　貴
子

永
井
　敏
男

井
口
　
　正

案件名

案件名

審議結果

承認

可決

可決

可決

同意

可決

可決

可否が分かれた議案

【専決処分】（3案件）
●押原中学校グラウンド夜間照明LED化工事請負変更契約締結の件 ●和解及び損害賠償の額を定めることにつ
いて ●令和6年度昭和町一般会計補正予算（第5号）について

【令和6年度補正予算】（6案件）
●一般会計 ●国民健康保険特別会計 ●後期高齢者医療特別会計
●介護保険特別会計 ●渇水対策事業特別会計 ●下水道事業会計

【令和7年度予算】（6案件）
●一般会計 ●国民健康保険特別会計 ●後期高齢者医療特別会計
●介護保険特別会計 ●介護サービス特別会計 ●下水道事業会計

【委員会提案】（1案件）
●昭和町議会個人情報の保護に関する条例中改正の件

【その他】（3案件）
●昭和町中央公民館解体工事請負契約締結の件 ●区域外における公の施設の利用に関する協議の件
●中央市・昭和町教育支援センターの共同設置の廃止に関する協議の件

【人事関係】（4案件）
●昭和町教育長の任命 ●昭和町公平委員会委員の選任（3案件）

【条例改正】（7案件）
●昭和町行政不服審査会条例等 ●昭和町消防団の定員、任免、給与、服務等に関する条例
●昭和町使用料徴収条例 ●昭和町職員給与条例等 ●昭和町職員の勤務時間・休暇等に関する条例
●昭和町国民健康保険税条例 ●昭和町特別会計設置条例
【条例制定】（2案件）
●昭和町犯罪被害者等支援条例 ●昭和町行政組織機構改革に伴う関係条例の整備に関する条例
【条例廃止】（2案件）
●昭和町立公民館の設置及び管理等に関する条例 ●昭和町渇水対策事業基金の設置、管理及び処分に関する条例

令和6年度一般会計補正予算 可決

審議結果

原案に

反対
原案に

賛成

可 可 可 可 可 否 可 可 可 可 可 可 可

※小林耐三議員は議長のため、採決には加わっていません。
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農福連携事業所（みらいファーム）

長
田
委
員
　
築
地
新
居
区
の

火
の
見
櫓
は
町
内
で
唯
一
と

な
っ
て
し
ま
い
貴
重
な
の
で
、

押
原
公
園
等
に
移
設
し
て
残

す
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

建
設
課
長
　
火
の
見
櫓
は
築

地
新
居
区
の
所
有
物
で
あ

り
、
区
で
は
半
鐘
の
み
を
残

す
予
定
で
あ
る
。

老
朽
化
に
よ
り
移
設
が
可
能

か
、
費
用
が
ど
の
程
度
必
要

か
、
移
設
し
た
場
合
の
今
後

の
管
理
方
法
、
歴
史
的
文
化

財
と
し
て
保
存
す
る
必
要
性

等
の
有
無
を
検
討
し
た
う
え

で
判
断
し
た
い
。

海
野
議
員
　
町
で
は
、
老
朽

化
し
た
下
水
道
管
に
つ
い
て

の
情
報
収
集
や
点
検
、
も
し

も
事
故
が
発
生
し
た
際
の
連

絡
体
制
等
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

下
水
道
課
長
　
１
月
に
埼
玉

県
八
潮
市
で
発
生
し
た
下
水

道
管
腐
食
に
よ
る
道
路
陥
没

事
故
を
受
け
、
緊
急
の
点
検

を
行
っ
た
。
甲
府
市
川
三
郷

線
の
山
梨
大
学
病
院
入
口
交

差
点
か
ら
常
永
小
学
校
南
の

交
差
点
付
近
ま
で
の
約
６
８

０
メ
ー
ト
ル
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

3
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

質
問
・
回
答
は

要
約
さ
れ
て
い
ま
す

議
会
だ
よ
り
で
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、審
議
し
た
議
案
や
質
問・答
弁
の
内
容

を
要
約
し
て
載
せ
て
い
ま
す
。会
議
の
内
容
は
、会
議
録
に
詳
細
に
記
録
さ
れ

て
お
り
、ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
保
育
士
の
確
保
は
で

き
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
０
歳
か
ら
３
歳

ま
で
の
子
ど
も
は
、
町
内
９

園
で
は
需
要
を
満
た
し
切
れ

ず
、
近
隣
の
園
を
含
め
て
満

た
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
保
育
士
は
産
休
や
退
職
等

で
定
員
か
ら
減
少
し
て
い
る
。

町
と
し
て
定
員
を
満
た
す
よ

う
働
き
か
け
て
い
く
。

保
坂
委
員
　
県
で
は
、
障
が

い
の
あ
る
方
が
農
業
に
取
り

組
む
「
農
福
連
携
事
業
セ
ン

タ
ー
」
を
設
立
す
る
こ
と
で
、

農
家
の
人
手
不
足
と
い
っ
た

問
題
や
障
が
い
者
の
収
入
向

上
、
精
神
的
に
も
良
い
効
果

が
期
待
で
き
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。
本
町
で
の
取
り
組
み

は
。

福
祉
介
護
課
長
　
町
と
し
て

県
事
業
に
よ
り
撤
去
さ
れ
る

火
の
見
櫓
は

管
が
入
っ
て
い
る
が
、
異
常

な
し
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　
事
故
が
発
生
し
た
際
に

は
、
24
時
間
対
応
の
緊
急
連

絡
体
制
が
整
って
い
る
。

　
ま
た
昭
和
町
の
下
水
道
管

は
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ル
製
で
、

腐
食
に
強
く
、
通
常
の
使
用

で
は
腐
食
等
は
起
こ
ら
な
い
。

野
沢
議
員
　
町
内
の
保
育

園
・
こ
ど
も
園
の
定
員
は
需

要
を
満
た
し
て
い
る
の
か
。

農
福
連
携
と
い
う
取
り
組
み

は
行
っ
て
い
な
い
が
、
町
内
の

「
み
ら
い
フ
ァ
ー
ム
」
と
い
う

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

は
農
作
業
を
行
っ
て
い
て
、

そ
こ
で
作
ら
れ
た
米
を
給
食

セ
ン
タ
ー
に
納
品
し
て
い
る
ほ

か
、
お
祭
り
に
も
出
店
し

P
R
を
行
っ
て
い
る
。
町
で

は
、
事
業
所
と
し
て
の
取
り

組
み
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

農
業
と
福
祉
の
連
携
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

（委員：対象委員会所属議員　議員：傍聴議員）

老
朽
化
し
た
下
水
道
管
は

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

保
育
士
の
確
保
は

農
福
連
携
事
業
は

火の見やぐら

下水道管内調査写真
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井
口
委
員
　
帯
状
疱
疹
は

50
歳
以
上
の
罹
患
率
が
高
い

と
聞
い
て
い
る
が
、ワ
ク
チ
ン

接
種
の
対
象
は
65
歳
か
ら
５

年
ご
と
年
齢
な
の
か
。

い
き
い
き
健
康
課
長
　
国
の

方
針
と
し
て
、「
重
症
化
予

防
」と
い
う
観
点
か
ら
、定
期

接
種
の
対
象
者
は
、65
歳
の

方
と
令
和
７
年
度
か
ら
令
和

11
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
経

過
措
置
と
し
て
、70
歳
以
上

の
５
歳
刻
み
の
年
齢
の
方
と

な
る
。し
た
が
っ
て
、そ
れ
よ

り
も
若
い
年
齢
の
方
々
に
関

し
て
は
、自
己
負
担
で
の
接

種
と
な
る
。

り
入
れ
て
、町
民
の
皆
様
が

利
用
し
や
す
い
制
度
を
作
れ

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

海
野
委
員
　
教
育
委
員
会

で
は
、令
和
６
年
度
か
ら
昭

和
町
全
体
に
ホ
タ
ル
の
飼
育

を
広
げ
る
試
み
を
行
っ
て
い

る
が
、成
虫
に
な
っ
た
あ
と
の

管
理
、環
境
の
整
備
を
ど
の

よ
う
に
行
って
い
く
の
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
ホ
タ
ル
の

飼
育
に
つ
い
て
は
、押
原
中
学

校
の
自
然
科
学
部
が
部
活
動

の一環
と
し
て
行
って
い
る
。

　
ま
た
、小
学
校
に
お
い
て

も
、飼
育
を
行
っ
て
い
る
が
、

特
に
押
原
小
学
校
で
は
、先

駆
け
的
に
、ビ
オ
ト
ー
プ
を

使
って
い
る
。最
適
な
飼
育
方

法
を
模
索
し
な
が
ら
検
証
を

行
って
い
き
た
い
。

永
井
委
員
　
高
齢
者
の
移
動

手
段
確
保
の
方
策
の
ひ
と
つ

と
し
て
、町
内
に
限
っ
て
タ
ク

シ
ー
乗
車
券
の
実
証
事
業
を

行
う
と
の
こ
と
だ
が
、通
院

等
で
町
外
に
行
く
方
も
多

い
。ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

か
。

総
務
課
長
　
実
証
実
験
を

行
い
、今
後
、利
用
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
も
と
に
意
見
を
取

消防出初式

小
林
委
員
　
押
越
ふ
れ
あ
い

広
場
の
駐
車
場
整
備
工
事
の

具
体
的
内
容
は
。

都
市
整
備
課
長
　
押
越
ふ
れ

あ
い
広
場
は
現
在
駐
車
場
が

な
い
の
で
、大
き
い
駐
車
場
は

難
し
い
が
、２
台
く
ら
い
の
駐

車
ス
ペ
ー
ス
を
公
園
北
側
の一

般
的
な
入
口
の
内
側
に
作
る

計
画
で
あ
る
。

3
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

3
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

野
沢
委
員
　
常
永
駅
の
駐
輪

用
地
の
財
産
購
入
費
と
自
転

車
整
理
委
託
が
予
算
計
上

さ
れ
て
い
る
。自
転
車
が
駐

輪
場
以
外
に
止
め
ら
れ
て
い

た
り
、車
道
ま
で
出
て
い
た
り

と
いっ
た
状
況
も
あ
る
。駐
輪

の
仕
方
を
調
査
し
た
う
え

で
、整
然
と
駐
輪
で
き
る
仕

組
み
を
考
え
て
ほ
し
い
。

企
画
財
政
課
長
　
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
週
３
回
整

理
を
委
託
し
て
い
る
。そ
れ

と
同
時
に
、駅
前
に
駐
輪
し

て
あ
る
自
転
車
を
、一部
で
も

よ
い
の
で
、新
た
に
購
入
す
る

駐
輪
用
地
に
移
し
て
い
き
た

い
。 常

永
駅
前
の
駐
輪
場
は

（委員：対象委員会所属議員　議員：傍聴議員） （委員：対象委員会所属議員　議員：傍聴議員）

長
田
議
員
　
県
内
自
治
体
で

は
、新
任
職
員
研
修
の一環
と

し
て
、「
消
防
団
入
団
研
修
」

を
取
り
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。新
規
採
用
職
員
が

実
際
に
消
防
団
員
と
し
て
活

動
す
る
こ
と
で
、消
防
団
活

動
を
深
く
理
解
す
る
と
と
も

に
地
域
防
災
力
の
さ
ら
な
る

強
化
に
も
つ
な
げ
る
目
的
が

あ
る
。本
町
で
も「
消
防
団
入

団
研
修
」を
取
り
入
れ
て
は

ど
う
か
。

　
ま
た
、消
防
団
員
の
負
担

軽
減
と
い
う
観
点
か
ら
、消

防
出
初
式
の
時
間
短
縮
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長
　
現
在
、24

名
の
役
場
職
員
が
消
防
団
に

所
属
し
て
お
り
、多
く
の
職

員
が
貢
献
し
て
い
る
。新
規

採
用
職
員
の
入
団
制
度
を
作

る
に
は
、職
務
制
度
等
の
在

り
方
を
議
論
し
て
い
く
必
要

井
口
議
員
　
空
き
家
対
策

計
画
に
基
づ
く
、そ
の
後
の
進

捗
状
況
は
。特
に
空
き
家
調

査
結
果
を
踏
ま
え
た
法
定

協
議
会
設
置
の
検
討
が
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。ま
た
、特
定

空
き
家
に
対
す
る
今
後
の
方

針
は
。

都
市
整
備
課
長
　
法
定
協

議
会
は
未
設
置
な
の
で
、空

き
家
等
対
策
検
討
委
員
会

で
検
討
す
る
。

　
特
定
空
き
家
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
具
体
的
な
方
針
が
決

ま
って
い
な
い
た
め
、国
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
や
近
隣
市
町
の
方

針
を
参
考
に
し
た
い
。

　
管
理
不
全
空
き
家
も
空

き
家
等
対
策
検
討
委
員
会

で
判
断
す
る
。現
状
Ａ
か
ら

Ｄ
ラ
ン
ク
の
判
定
が
１
５
０
件

ほ
ど
あ
る
が
、Ｄ
ラ
ン
ク
は
す

で
に
取
り
壊
し
さ
れ
て
い
る
。

小
林
委
員
　
令
和
７
年
４
月

に
新
設
さ
れ
る「
ふ
る
さ
と

納
税
推
進
課
」は
、ど
の
よ
う

な
事
務
を
担
う
の
か
。

総
務
課
長
　
ふ
る
さ
と
納
税

に
係
る
事
務
は
も
と
よ
り
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
や
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
の
事

業
を
積
極
的
に
行
って
い
く
。

国
の
補
助
金
や
交
付
金
等
を

活
用
し
た
事
業
に
つ
い
て
も

精
査
し
た
う
え
で
取
り
組
ん

で
い
く
予
定
だ
。

今
澤
議
員
　
職
員
の
数
が
少

な
い
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。な

ぜ
増
員
が
で
き
な
い
の
か
。

総
務
課
長
　
職
員
定
数
に
つ

い
て
は
、定
員
適
正
化
計
画

に
基
づ
き
管
理
し
て
い
る
。最

終
的
に
計
画
し
て
い
る
人
数

は
１
２
５
人
で
、令
和
７
年
度

に
は
、１
１
３
人
と
な
る
予
定

で
あ
る
。

　
採
用
者
数
を
増
や
す
こ
と

で
対
応
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
が
、今
後
は
職
員
数
を
増

や
す
こ
と
だ
け
で
な
く
、業

務
を
効
率
化
す
る
取
り
組
み

も
視
野
に
入
れ
て
対
応
し
て

い
く
。

が
あ
る
。

　
消
防
出
初
式
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
時
間
短
縮
の
た

め
の
検
討
を
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
は
あ
る
が
、式
典
と
し
て

の
伝
統
と
負
担
軽
減
の
た
め

の
効
率
化
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

消
防
団
、消
防
委
員
会
と
も

協
議
し
、検
討
し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
課
は

職
員
数
に
関
す
る
対
応
は

消
防
団
運
営
の
今
後
は

総
務
教
育
常
任
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

ふるさと納税推進課

タ
ク
シ
ー
乗
車
券
の
補
助
は

ホ
タ
ル
の
飼
育
や
管
理
は

空
き
家
の
現
状
と

取
り
組
み
は

押
越
ふ
れ
あ
い
広
場
の

駐
車
場
は

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の

対
象
は

押越ふれあい広場
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井
口
委
員
　
帯
状
疱
疹
は

50
歳
以
上
の
罹
患
率
が
高
い

と
聞
い
て
い
る
が
、ワ
ク
チ
ン

接
種
の
対
象
は
65
歳
か
ら
５

年
ご
と
年
齢
な
の
か
。

い
き
い
き
健
康
課
長
　
国
の

方
針
と
し
て
、「
重
症
化
予

防
」と
い
う
観
点
か
ら
、定
期

接
種
の
対
象
者
は
、65
歳
の

方
と
令
和
７
年
度
か
ら
令
和

11
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
経

過
措
置
と
し
て
、70
歳
以
上

の
５
歳
刻
み
の
年
齢
の
方
と

な
る
。し
た
が
っ
て
、そ
れ
よ

り
も
若
い
年
齢
の
方
々
に
関

し
て
は
、自
己
負
担
で
の
接

種
と
な
る
。

り
入
れ
て
、町
民
の
皆
様
が

利
用
し
や
す
い
制
度
を
作
れ

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

海
野
委
員
　
教
育
委
員
会

で
は
、令
和
６
年
度
か
ら
昭

和
町
全
体
に
ホ
タ
ル
の
飼
育

を
広
げ
る
試
み
を
行
っ
て
い

る
が
、成
虫
に
な
っ
た
あ
と
の

管
理
、環
境
の
整
備
を
ど
の

よ
う
に
行
って
い
く
の
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
ホ
タ
ル
の

飼
育
に
つ
い
て
は
、押
原
中
学

校
の
自
然
科
学
部
が
部
活
動

の一環
と
し
て
行
って
い
る
。

　
ま
た
、小
学
校
に
お
い
て

も
、飼
育
を
行
っ
て
い
る
が
、

特
に
押
原
小
学
校
で
は
、先

駆
け
的
に
、ビ
オ
ト
ー
プ
を

使
って
い
る
。最
適
な
飼
育
方

法
を
模
索
し
な
が
ら
検
証
を

行
って
い
き
た
い
。

永
井
委
員
　
高
齢
者
の
移
動

手
段
確
保
の
方
策
の
ひ
と
つ

と
し
て
、町
内
に
限
っ
て
タ
ク

シ
ー
乗
車
券
の
実
証
事
業
を

行
う
と
の
こ
と
だ
が
、通
院

等
で
町
外
に
行
く
方
も
多

い
。ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

か
。

総
務
課
長
　
実
証
実
験
を

行
い
、今
後
、利
用
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
も
と
に
意
見
を
取

消防出初式

小
林
委
員
　
押
越
ふ
れ
あ
い

広
場
の
駐
車
場
整
備
工
事
の

具
体
的
内
容
は
。

都
市
整
備
課
長
　
押
越
ふ
れ

あ
い
広
場
は
現
在
駐
車
場
が

な
い
の
で
、大
き
い
駐
車
場
は

難
し
い
が
、２
台
く
ら
い
の
駐

車
ス
ペ
ー
ス
を
公
園
北
側
の一

般
的
な
入
口
の
内
側
に
作
る

計
画
で
あ
る
。

3
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

3
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

野
沢
委
員
　
常
永
駅
の
駐
輪

用
地
の
財
産
購
入
費
と
自
転

車
整
理
委
託
が
予
算
計
上

さ
れ
て
い
る
。自
転
車
が
駐

輪
場
以
外
に
止
め
ら
れ
て
い

た
り
、車
道
ま
で
出
て
い
た
り

と
いっ
た
状
況
も
あ
る
。駐
輪

の
仕
方
を
調
査
し
た
う
え

で
、整
然
と
駐
輪
で
き
る
仕

組
み
を
考
え
て
ほ
し
い
。

企
画
財
政
課
長
　
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
週
３
回
整

理
を
委
託
し
て
い
る
。そ
れ

と
同
時
に
、駅
前
に
駐
輪
し

て
あ
る
自
転
車
を
、一部
で
も

よ
い
の
で
、新
た
に
購
入
す
る

駐
輪
用
地
に
移
し
て
い
き
た

い
。 常

永
駅
前
の
駐
輪
場
は

（委員：対象委員会所属議員　議員：傍聴議員） （委員：対象委員会所属議員　議員：傍聴議員）

長
田
議
員
　
県
内
自
治
体
で

は
、新
任
職
員
研
修
の一環
と

し
て
、「
消
防
団
入
団
研
修
」

を
取
り
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。新
規
採
用
職
員
が

実
際
に
消
防
団
員
と
し
て
活

動
す
る
こ
と
で
、消
防
団
活

動
を
深
く
理
解
す
る
と
と
も

に
地
域
防
災
力
の
さ
ら
な
る

強
化
に
も
つ
な
げ
る
目
的
が

あ
る
。本
町
で
も「
消
防
団
入

団
研
修
」を
取
り
入
れ
て
は

ど
う
か
。

　
ま
た
、消
防
団
員
の
負
担

軽
減
と
い
う
観
点
か
ら
、消

防
出
初
式
の
時
間
短
縮
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長
　
現
在
、24

名
の
役
場
職
員
が
消
防
団
に

所
属
し
て
お
り
、多
く
の
職

員
が
貢
献
し
て
い
る
。新
規

採
用
職
員
の
入
団
制
度
を
作

る
に
は
、職
務
制
度
等
の
在

り
方
を
議
論
し
て
い
く
必
要

井
口
議
員
　
空
き
家
対
策

計
画
に
基
づ
く
、そ
の
後
の
進

捗
状
況
は
。特
に
空
き
家
調

査
結
果
を
踏
ま
え
た
法
定

協
議
会
設
置
の
検
討
が
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。ま
た
、特
定

空
き
家
に
対
す
る
今
後
の
方

針
は
。

都
市
整
備
課
長
　
法
定
協

議
会
は
未
設
置
な
の
で
、空

き
家
等
対
策
検
討
委
員
会

で
検
討
す
る
。

　
特
定
空
き
家
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
具
体
的
な
方
針
が
決

ま
って
い
な
い
た
め
、国
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
や
近
隣
市
町
の
方

針
を
参
考
に
し
た
い
。

　
管
理
不
全
空
き
家
も
空

き
家
等
対
策
検
討
委
員
会

で
判
断
す
る
。現
状
Ａ
か
ら

Ｄ
ラ
ン
ク
の
判
定
が
１
５
０
件

ほ
ど
あ
る
が
、Ｄ
ラ
ン
ク
は
す

で
に
取
り
壊
し
さ
れ
て
い
る
。

小
林
委
員
　
令
和
７
年
４
月

に
新
設
さ
れ
る「
ふ
る
さ
と

納
税
推
進
課
」は
、ど
の
よ
う

な
事
務
を
担
う
の
か
。

総
務
課
長
　
ふ
る
さ
と
納
税

に
係
る
事
務
は
も
と
よ
り
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
や
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
の
事

業
を
積
極
的
に
行
って
い
く
。

国
の
補
助
金
や
交
付
金
等
を

活
用
し
た
事
業
に
つ
い
て
も

精
査
し
た
う
え
で
取
り
組
ん

で
い
く
予
定
だ
。

今
澤
議
員
　
職
員
の
数
が
少

な
い
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。な

ぜ
増
員
が
で
き
な
い
の
か
。

総
務
課
長
　
職
員
定
数
に
つ

い
て
は
、定
員
適
正
化
計
画

に
基
づ
き
管
理
し
て
い
る
。最

終
的
に
計
画
し
て
い
る
人
数

は
１
２
５
人
で
、令
和
７
年
度

に
は
、１
１
３
人
と
な
る
予
定

で
あ
る
。

　
採
用
者
数
を
増
や
す
こ
と

で
対
応
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
が
、今
後
は
職
員
数
を
増

や
す
こ
と
だ
け
で
な
く
、業

務
を
効
率
化
す
る
取
り
組
み

も
視
野
に
入
れ
て
対
応
し
て

い
く
。

が
あ
る
。

　
消
防
出
初
式
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
時
間
短
縮
の
た

め
の
検
討
を
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
は
あ
る
が
、式
典
と
し
て

の
伝
統
と
負
担
軽
減
の
た
め

の
効
率
化
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

消
防
団
、消
防
委
員
会
と
も

協
議
し
、検
討
し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
課
は

職
員
数
に
関
す
る
対
応
は

消
防
団
運
営
の
今
後
は

総
務
教
育
常
任
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

ふるさと納税推進課

タ
ク
シ
ー
乗
車
券
の
補
助
は

ホ
タ
ル
の
飼
育
や
管
理
は

空
き
家
の
現
状
と

取
り
組
み
は

押
越
ふ
れ
あ
い
広
場
の

駐
車
場
は

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の

対
象
は

押越ふれあい広場
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

　
新
設
、
配
置
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
近
隣
の
方
の
理
解
と

協
力
が
必
要
と
な
る
の
で
、
各

区
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
、
協
議

を
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
過
去
３
年
間
で
リ
サ
イ
ク
ル

品
の
収
集
場
所
の
新
設
や
配
置

の
見
直
し
に
お
け
る
区
や
町
民

か
ら
の
要
望
件
数
、
ま
た
、
そ

れ
に
伴
う
対
応
状
況
等
の
結
果

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
件
数
は
２
件
あ
り
、
移
設
を

行
っ
た
の
が
１
件
、
協
議
中
が

１
件
と
な
る
。

井口　正 議員
ただしい ぐ ち

環
境
経
済
課
長

　
本
町
で
は
、
近
年
の
新
規
住

宅
分
譲
地
の
増
加
に
よ
り
、
多

く
の
新
し
い
世
帯
が
増
加
し
て

い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
既
存
の
リ

サ
イ
ク
ル
品
の
収
集
場
所
の
配

置
が
従
来
の
ま
ま
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
新
興
住
宅
地
に
住
む

町
民
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
収

集
場
所
ま
で
の
距
離
が
遠
く
不

便
で
あ
る
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

　
ま
た
、
一
部
の
地
域
で
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
収
集
場
所
の

ボ
ッ
ク
ス
許
容
量
が
不
足
す
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
て
、
リ

サ
イ
ク
ル
品
の
収
集
場
所
の
適

正
な
配
置
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
は
、
ご

み
軽
量
化
や
環
境
負
荷
の
低

減
、
さ
ら
に
は
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
重
要

な
課
題
で
あ
る
。

　
利
便
性
を
確
保
し
つ
つ
、
適

正
な
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
収
集
場

所
の
設
置
を
進
め
る
こ
と
が
町

民
の
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
向
上

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
の

収
集
場
所
の
設
置
に
お
け
る
現

状
と
配
置
の
適
正
化
に
つ
い

て
、
町
の
方
針
が
あ
れ
ば
、
町

長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　　
本
町
で
は
、
現
在
、
紙
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
、
び
ん
等
の
リ
サ

イ
ク
ル
品
の
収
集
場
所
が
43
か

所
あ
る
。

　
回
収
作
業
を
職
員
と
回
収
業

者
で
行
っ
て
い
て
、
紙
に
つ
い

て
は
職
員
が
回
収
し
、
そ
れ
以

外
は
回
収
業
者
へ
依
頼
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
回
収
時
に
、
収
集
場

所
の
状
況
等
の
確
認
、
報
告
を

受
け
対
応
し
て
い
る
。

　
ご
み
の
分
け
方
、
出
し
方
に

つ
い
て
は
、
環
境
保
健
委
員
を

井
口

通
じ
た
周
知
の
他
に
、
ご
み
収

集
・
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー

の
全
戸
配
布
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
に
よ
り
周
知
を

図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
転
入
時
に
渡
す
転
入

者
セ
ッ
ト
へ
も
ご
み
の
分
け

方
、
出
し
方
、
ご
み
収
集
・
リ

サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
を
同
封

し
て
、
ご
み
の
分
別
、
資
源
リ

サ
イ
ク
ル
へ
の
理
解
と
協
力
を

お
願
い
し
て
い
る
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
収
集
場
所

に
つ
い
て
は
、
43
か
所
あ
り
、

現
状
に
お
い
て
は
、
適
正
だ
と

考
え
て
い
る
の
で
、
有
効
に
活

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
周
知
し

て
い
き
た
い
。
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※質問・答弁はスペースの都合上、要約されています。

Q リサイクル品の収集場所の
適正な配置を
A 各区から要望があれば、協議を行いたい

施策を問う施策を問う施策を問う ここが聞きたい

町
長

「昭和町HP資源物収集場所」への
リンク二次元コード

再
質
問

保坂　貴子 議員
た か こほ さ か

の
学
習
教
材
と
し
て
活
用
し
て

い
る
「
社
会
科
副
読
本
」
に
、

町
の
ご
み
収
集
や
リ
サ
イ
ク
ル

に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

掲
載
し
て
お
り
、
加
え
て
、
小

学
校
４
年
生
の
総
合
学
習
で
活

用
す
る
た
め
環
境
副
読
本
を
配

布
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の

環
境
学
習
に
役
立
て
て
い
る
ほ

か
、
町
内
各
校
に
リ
サ
イ
ク
ル

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、
実
際
に

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
体
験
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
家
族
で
エ
コ
体
験
が

で
き
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
考

え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て

開
催
し
て
い
る
「
エ
コ
し
ょ
う

わ
」
で
は
、
以
前
か
ら
行
っ
て

い
る
リ
ユ
ー
ス
食
器
を
活
用
し

た
、
使
い
捨
て
か
ら
リ
ユ
ー
ス

へ
の
啓
発
を
行
い
、
ゴ
ミ
の
削

減
に
努
め
て
い
る
。

　
引
き
続
き
、
環
境
問
題
へ
の

対
策
、
環
境
教
育
の
推
進
、
省

資
源
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
普
及
啓

発
に
努
め
て
い
く
。

　
エ
コ
し
ょ
う
わ
の
出
展
ブ
ー

ス
で
リ
ユ
ー
ス
食
器
を
使
用
し

た
事
業
者
は
、
２
０
２
２
年
３

店
、
２
０
２
３
年
４
店
、
２
０

２
４
年
４
店
と
横
ば
い
だ
が
、

こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
の

考
え
は
？

　
ま
た
、
児
童
生
徒
に
向
け
て

の
環
境
教
育
は
大
変
重
要
で
あ

り
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ま
れ

て
い
る
と
感
じ
た
が
、
児
童
生

徒
以
外
の
町
民
に
対
し
て
、
環

境
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら

う
機
会
が
必
要
か
と
思
う
が
、

そ
の
点
に
つ
い
て
の
考
え
も
聞

き
た
い
。

　
昨
年
の
エ
コ
し
ょ
う
わ
で

は
、
食
器
を
必
要
と
す
る
店
舗

が
5
店
舗
、
リ
ユ
ー
ス
食
器
を

使
用
し
た
店
舗
が
4
店
舗
と

な
っ
て
い
る
が
、
引
き
続
き
、

リ
ユ
ー
ス
食
器
の
使
用
を
呼
び

掛
け
て
い
き
た
い
。

　
エ
コ
し
ょ
う
わ
で
は
、
親
子

で
エ
コ
体
験
が
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
も
あ
る
の
で
、
エ
コ
に
つ

い
て
考
え
る
良
い
機
会
だ
と
考

え
て
い
る
。

　
ま
た
、
環
境
保
全
ポ
ス
タ
ー

や
標
語
の
優
秀
作
品
の
表
彰
の

際
に
は
親
子
で
出
席
し
て
も
ら

う
な
ど
、
家
族
で
環
境
問
題
に

つ
い
て
話
し
合
う
機
会
が
提
供

で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

制
や
再
資
源
化
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
る
と
あ
る
。

　
ま
た
、
環
境
学
習
・
啓
発
の

促
進
と
し
て
、
地
球
温
暖
化
防

止
に
向
け
た
住
民
へ
の
普
及
・

啓
発
活
動
、
使
い
捨
て
抑
制
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
学
習
機

会
や
広
報
・
啓
発
活
動
の
促
進

環
境
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
再

資
源
化
の
体
験
の
で
き
る
場
所

を
通
じ
て
、
環
境
問
題
対
策
の

普
及
・
啓
発
を
進
め
る
と
あ
る

が
、
本
町
に
お
け
る
第
７
次
総

合
計
画
及
び
環
境
基
本
計
画
を

踏
ま
え
、
本
町
の
環
境
問
題
、

ま
た
、
環
境
教
育
・
普
及
啓
発

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
を
聞
き
た
い
。

　
省
資
源
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
普

及
啓
発
に
つ
い
て
は
、
ご
み
収

集
・
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー

等
の
全
戸
配
布
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
に
よ
り
周
知
を
行

い
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
普
及

促
進
に
努
め
、
ご
み
排
出
抑
制

や
再
資
源
化
を
進
め
て
い
る
。

　
環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
教

育
委
員
会
が
、
町
の
こ
と
を
よ

り
知
っ
て
も
ら
う
た
め
独
自
に

製
作
し
、
小
学
校
３
、
４
年
生

　
県
は
、
環
境
基
本
条
例
を
平

成
16
年
４
月
に
制
定
し
、
そ
の

条
例
の
付
則
に
お
い
て
、
地
球

温
暖
化
や
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
な

ど
、
人
類
の
存
続
基
盤
で
あ
る

地
球
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
と
あ
る
。

　
本
町
の
第
７
次
総
合
計
画
で

は
、
環
境
保
全
対
策
の
推
進
に

お
い
て
廃
棄
物
処
理
の
充
実
を

う
た
い
、
省
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

の
普
及
・
啓
発
と
し
て
省
資
源

や
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
醸
成
に

努
め
、
関
連
諸
制
度
の
迅
速
な

周
知
徹
底
に
努
め
る
住
民
や
事

業
所
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の

普
及
を
促
進
、
ご
み
の
排
出
抑

保
坂

町
長

環
境
経
済
課
長

Q 環境問題、環境教育普及啓発に
ついての取り組みは?

A 町環境基本計画に基づき
環境問題への対策に努めていく。

再
質
問
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新
設
、
配
置
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
近
隣
の
方
の
理
解
と

協
力
が
必
要
と
な
る
の
で
、
各

区
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
、
協
議

を
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
過
去
３
年
間
で
リ
サ
イ
ク
ル

品
の
収
集
場
所
の
新
設
や
配
置

の
見
直
し
に
お
け
る
区
や
町
民

か
ら
の
要
望
件
数
、
ま
た
、
そ

れ
に
伴
う
対
応
状
況
等
の
結
果

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
件
数
は
２
件
あ
り
、
移
設
を

行
っ
た
の
が
１
件
、
協
議
中
が

１
件
と
な
る
。

井口　正 議員
ただしい ぐ ち

環
境
経
済
課
長

　
本
町
で
は
、
近
年
の
新
規
住

宅
分
譲
地
の
増
加
に
よ
り
、
多

く
の
新
し
い
世
帯
が
増
加
し
て

い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
既
存
の
リ

サ
イ
ク
ル
品
の
収
集
場
所
の
配

置
が
従
来
の
ま
ま
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
新
興
住
宅
地
に
住
む

町
民
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
収

集
場
所
ま
で
の
距
離
が
遠
く
不

便
で
あ
る
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

　
ま
た
、
一
部
の
地
域
で
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
収
集
場
所
の

ボ
ッ
ク
ス
許
容
量
が
不
足
す
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
て
、
リ

サ
イ
ク
ル
品
の
収
集
場
所
の
適

正
な
配
置
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
は
、
ご

み
軽
量
化
や
環
境
負
荷
の
低

減
、
さ
ら
に
は
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
重
要

な
課
題
で
あ
る
。

　
利
便
性
を
確
保
し
つ
つ
、
適

正
な
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
収
集
場

所
の
設
置
を
進
め
る
こ
と
が
町

民
の
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
向
上

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
の

収
集
場
所
の
設
置
に
お
け
る
現

状
と
配
置
の
適
正
化
に
つ
い

て
、
町
の
方
針
が
あ
れ
ば
、
町

長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　　
本
町
で
は
、
現
在
、
紙
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
、
び
ん
等
の
リ
サ

イ
ク
ル
品
の
収
集
場
所
が
43
か

所
あ
る
。

　
回
収
作
業
を
職
員
と
回
収
業

者
で
行
っ
て
い
て
、
紙
に
つ
い

て
は
職
員
が
回
収
し
、
そ
れ
以

外
は
回
収
業
者
へ
依
頼
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
回
収
時
に
、
収
集
場

所
の
状
況
等
の
確
認
、
報
告
を

受
け
対
応
し
て
い
る
。

　
ご
み
の
分
け
方
、
出
し
方
に

つ
い
て
は
、
環
境
保
健
委
員
を

井
口

通
じ
た
周
知
の
他
に
、
ご
み
収

集
・
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー

の
全
戸
配
布
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
に
よ
り
周
知
を

図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
転
入
時
に
渡
す
転
入

者
セ
ッ
ト
へ
も
ご
み
の
分
け

方
、
出
し
方
、
ご
み
収
集
・
リ

サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
を
同
封

し
て
、
ご
み
の
分
別
、
資
源
リ

サ
イ
ク
ル
へ
の
理
解
と
協
力
を

お
願
い
し
て
い
る
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
収
集
場
所

に
つ
い
て
は
、
43
か
所
あ
り
、

現
状
に
お
い
て
は
、
適
正
だ
と

考
え
て
い
る
の
で
、
有
効
に
活

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
周
知
し

て
い
き
た
い
。
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再
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た か こほ さ か

の
学
習
教
材
と
し
て
活
用
し
て

い
る
「
社
会
科
副
読
本
」
に
、

町
の
ご
み
収
集
や
リ
サ
イ
ク
ル

に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

掲
載
し
て
お
り
、
加
え
て
、
小

学
校
４
年
生
の
総
合
学
習
で
活

用
す
る
た
め
環
境
副
読
本
を
配

布
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の

環
境
学
習
に
役
立
て
て
い
る
ほ

か
、
町
内
各
校
に
リ
サ
イ
ク
ル

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、
実
際
に

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
体
験
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
家
族
で
エ
コ
体
験
が

で
き
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
考

え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て

開
催
し
て
い
る
「
エ
コ
し
ょ
う

わ
」
で
は
、
以
前
か
ら
行
っ
て

い
る
リ
ユ
ー
ス
食
器
を
活
用
し

た
、
使
い
捨
て
か
ら
リ
ユ
ー
ス

へ
の
啓
発
を
行
い
、
ゴ
ミ
の
削

減
に
努
め
て
い
る
。

　
引
き
続
き
、
環
境
問
題
へ
の

対
策
、
環
境
教
育
の
推
進
、
省

資
源
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
普
及
啓

発
に
努
め
て
い
く
。

　
エ
コ
し
ょ
う
わ
の
出
展
ブ
ー

ス
で
リ
ユ
ー
ス
食
器
を
使
用
し

た
事
業
者
は
、
２
０
２
２
年
３

店
、
２
０
２
３
年
４
店
、
２
０

２
４
年
４
店
と
横
ば
い
だ
が
、

こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
の

考
え
は
？

　
ま
た
、
児
童
生
徒
に
向
け
て

の
環
境
教
育
は
大
変
重
要
で
あ

り
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ま
れ

て
い
る
と
感
じ
た
が
、
児
童
生

徒
以
外
の
町
民
に
対
し
て
、
環

境
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら

う
機
会
が
必
要
か
と
思
う
が
、

そ
の
点
に
つ
い
て
の
考
え
も
聞

き
た
い
。

　
昨
年
の
エ
コ
し
ょ
う
わ
で

は
、
食
器
を
必
要
と
す
る
店
舗

が
5
店
舗
、
リ
ユ
ー
ス
食
器
を

使
用
し
た
店
舗
が
4
店
舗
と

な
っ
て
い
る
が
、
引
き
続
き
、

リ
ユ
ー
ス
食
器
の
使
用
を
呼
び

掛
け
て
い
き
た
い
。

　
エ
コ
し
ょ
う
わ
で
は
、
親
子

で
エ
コ
体
験
が
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
も
あ
る
の
で
、
エ
コ
に
つ

い
て
考
え
る
良
い
機
会
だ
と
考

え
て
い
る
。

　
ま
た
、
環
境
保
全
ポ
ス
タ
ー

や
標
語
の
優
秀
作
品
の
表
彰
の

際
に
は
親
子
で
出
席
し
て
も
ら

う
な
ど
、
家
族
で
環
境
問
題
に

つ
い
て
話
し
合
う
機
会
が
提
供

で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

制
や
再
資
源
化
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
る
と
あ
る
。

　
ま
た
、
環
境
学
習
・
啓
発
の

促
進
と
し
て
、
地
球
温
暖
化
防

止
に
向
け
た
住
民
へ
の
普
及
・

啓
発
活
動
、
使
い
捨
て
抑
制
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
学
習
機

会
や
広
報
・
啓
発
活
動
の
促
進

環
境
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
再

資
源
化
の
体
験
の
で
き
る
場
所

を
通
じ
て
、
環
境
問
題
対
策
の

普
及
・
啓
発
を
進
め
る
と
あ
る

が
、
本
町
に
お
け
る
第
７
次
総

合
計
画
及
び
環
境
基
本
計
画
を

踏
ま
え
、
本
町
の
環
境
問
題
、

ま
た
、
環
境
教
育
・
普
及
啓
発

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
を
聞
き
た
い
。

　
省
資
源
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
普

及
啓
発
に
つ
い
て
は
、
ご
み
収

集
・
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー

等
の
全
戸
配
布
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
に
よ
り
周
知
を
行

い
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
普
及

促
進
に
努
め
、
ご
み
排
出
抑
制

や
再
資
源
化
を
進
め
て
い
る
。

　
環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
教

育
委
員
会
が
、
町
の
こ
と
を
よ

り
知
っ
て
も
ら
う
た
め
独
自
に

製
作
し
、
小
学
校
３
、
４
年
生

　
県
は
、
環
境
基
本
条
例
を
平

成
16
年
４
月
に
制
定
し
、
そ
の

条
例
の
付
則
に
お
い
て
、
地
球

温
暖
化
や
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
な

ど
、
人
類
の
存
続
基
盤
で
あ
る

地
球
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
と
あ
る
。

　
本
町
の
第
７
次
総
合
計
画
で

は
、
環
境
保
全
対
策
の
推
進
に

お
い
て
廃
棄
物
処
理
の
充
実
を

う
た
い
、
省
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

の
普
及
・
啓
発
と
し
て
省
資
源

や
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
醸
成
に

努
め
、
関
連
諸
制
度
の
迅
速
な

周
知
徹
底
に
努
め
る
住
民
や
事

業
所
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の

普
及
を
促
進
、
ご
み
の
排
出
抑

保
坂

町
長

環
境
経
済
課
長

Q 環境問題、環境教育普及啓発に
ついての取り組みは?

A 町環境基本計画に基づき
環境問題への対策に努めていく。

再
質
問
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が
、
道
路
網
の
寸
断
や
隆
起
、

陥
没
な
ど
の
実
際
の
教
訓
を
か

ん
が
み
る
と
、
あ
ら
か
じ
め
地

区
や
避
難
所
等
に
配
備
し
て
お

く
こ
と
で
、
初
動
対
応
を
速
や

か
に
行
う
こ
と
が
期
待
で
き
る

自
動
パ
ッ
ク
式
ト
イ
レ
の
導
入

を
判
断
し
た
と
こ
ろ
だ
。

　
今
後
、
ト
イ
レ
カ
ー
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
維
持
管
理
や
使

用
方
法
、
財
政
負
担
の
状
況
を

慎
重
に
検
討
し
た
う
え
で
、
ま

た
、
本
町
の
実
状
や
災
害
想
定

を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、
必
要

性
を
調
査
・
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
今
年
の
１
月
で
石
川
県
能
登

半
島
地
震
か
ら
１
年
が
経
過
し

た
が
、
特
に
甚
大
な
被
害
だ
っ

た
の
で
、
ま
だ
ま
だ
、
災
害
復

興
に
お
い
て
は
多
く
の
損
壊
家

屋
の
瓦
礫
等
の
撤
去
な
ど
が
進

ん
で
お
ら
ず
、
多
く
の
被
災
し

た
住
民
は
、
避
難
所
生
活
を
し

い
ら
れ
て
い
る
。

　
政
府
は
、
昨
年
、
災
害
時
に

設
置
す
る
避
難
所
の
環
境
改
善

に
向
け
、
全
国
の
自
治
体
に
対

し
、
水
洗
式
の
便
器
を
備
え
た

移
動
式
の
「
ト
イ
レ
カ
ー
」
な

ど
の
導
入
費
用
を
補
助
す
る
方

針
を
固
め
た
。

　
能
登
半
島
地
震
の
避
難
所
で

は
、
各
町
の
道
路
の
寸
断
や
隆

よ
う
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
思
う
。

　
災
害
対
策
基
本
法
に
は
、
避

難
所
の
生
活
環
境
に
つ
い
て

「
良
好
な
居
住
性
の
確
保
」
に

努
め
る
よ
う
明
記
さ
れ
て
い
る

中
で
、
昭
和
町
に
お
け
る
災
害

時
の
ト
イ
レ
対
策
と
し
て
の
環

境
改
善
に
有
効
な
「
ト
イ
レ

カ
ー
」
等
の
導
入
に
つ
い
て
、

町
長
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　　　
町
で
は
、
災
害
時
の
ト
イ
レ

環
境
の
整
備
と
し
て
、
地
域
防

災
計
画
の
災
害
想
定
等
に
基
づ

き
、
簡
易
ト
イ
レ
の
ほ
か
、
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
備
蓄
、
そ

し
て
、
仮
設
ト
イ
レ
に
関
す
る

応
援
協
定
を
締
結
す
る
な
ど
、

従
前
か
ら
計
画
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
国
で
は
、新
し
い
地
方
経
済
・

生
活
環
境
創
生
交
付
金
制
度
に

よ
り
、
自
治
体
に
対
し
て
ト
イ

レ
環
境
の
整
備
を
促
し
て
お

り
、
本
町
に
お
い
て
も
、
交
付

金
を
活
用
し
て
、
令
和
７
年
度

当
初
予
算
に
自
動
パ
ッ
ク
式
ト

イ
レ
の
購
入
費
を
計
上
し
て
い

る
。

　
永
井
議
員
の
質
問
に
も
あ
る

　
町
と
し
て
子
育
て
支
援
事
業

を
推
進
し
て
い
く
「
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
も
必
要

と
考
え
る
が
、
ハ
コ
モ
ノ
を
造

ら
ず
、
今
で
き
る
子
育
て
支
援

事
業
を
行
っ
て
い
く
考
え
は
な

い
か
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
山
梨
中
央
銀
行
旧
昭

和
支
店
の
土
地
と
建
物
を
購
入

し
準
備
を
進
め
て
い
た
が
、
施

設
か
ら
ア
ス
ベ
ス
ト
が
検
出
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
計
画
を
一

時
中
断
し
た
。

　
そ
の
後
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
必
要
性
を
鑑
み
、
購
入

し
た
当
該
土
地
と
建
物
の
活
用

方
法
に
つ
い
て
、
改
め
て
検
討

を
進
め
て
き
た
結
果
、
町
商
工

業
の
さ
ら
な
る
充
実
・
発
展
の

た
め
に
商
工
振
興
セ
ン
タ
ー
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
と
し
、
昨

年
４
月
に
運
用
を
開
始
し
た
。

　
一
方
、
当
初
予
定
し
て
い
た

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の

一
部
で
あ
る
、
乳
幼
児
親
子
の

交
流
や
育
児
に
関
す
る
相
談
、

情
報
交
換
が
で
き
る
居
場
所
の

提
供
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
町

内
３
箇
所
の
こ
ど
も
園
が
補
助

金
を
活
用
し
、
そ
の
役
割
を
担

う
事
業
を
運
営
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
町
で
は
相
談
業
務
の

充
実
を
図
る
た
め
、
令
和
６
年

４
月
に
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
、
未
就
学
児
と
保
護

者
の
た
め
の
健
康
相
談
の
場
と

し
て
「
す
く
す
く
相
談
」
も
実

施
し
て
い
る
。

　「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
策
定
に
向
け
た
ニ
ー

ズ
調
査
の
結
果
に
お
い
て
も
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
期
待

す
る
声
が
多
く
あ
っ
た
。

　
町
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
公
共
施

設
再
編
の
中
で
検
討
を
行
っ
て

お
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
計
画
的
に
行
う
必
要
が
あ
る

た
め
、
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
令
和
７
年
度

中
に
優
先
順
位
を
決
定
し
方
向

性
を
示
す
よ
う
に
す
る
。

　
野
沢
議
員
か
ら
提
案
を
受
け

た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
を
活

用
し
た
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
度
に

予
定
し
て
い
る「
こ
ど
も
計
画
」

の
策
定
に
併
せ
て
、
先
進
地
の

事
例
な
ど
を
参
考
に
調
査
・
研

究
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

昭
和
支
店
で
は
面
積
が
足
り
な

い
と
考
え
、
母
親
の
相
談
的
機

能
は
い
き
い
き
健
康
課
の
中
で

社
会
福
祉
士
と
保
健
師
を
配
置

し
た「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

で
対
応
す
る
こ
と
と
し
、
旧
山

梨
中
央
銀
行
昭
和
支
店
は
商
工

振
興
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
議
員
か
ら
「
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
」
の
建
設
に
つ
い
て
一

般
質
問
し
た
際
、
町
と
し
て
の

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に

つ
い
て
は
公
共
施
設
再
編
成
の

中
で
建
設
、
整
備
に
つ
い
て
速

や
か
に
進
め
て
い
く
と
い
う
答

弁
で
し
た
が
、
し
か
し
な
が
ら

町
長
の
公
約
に
掲
げ
て
い
る

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の

設
置
の
具
体
的
計
画
は
任
期
を

２
年
と
す
る
中
で
何
も
決
ま
っ

て
い
な
い
。

　
そ
こ
で
現
在
、「
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
」
で
行
っ
て
い
る

育
児
相
談
等
を
公
共
施
設
の
空

い
て
い
る
曜
日
・
時
間
帯
を
利

用
し
て
の
移
動
型
プ
レ
イ
ル
ー

ム
開
催
に
合
わ
せ
て
行
っ
た
り

す
る
こ
と
で
、「
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
」
に
行
か
な
く
て
も

気
軽
に
相
談
が
で
き
る
環
境
の

整
備
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　
前
町
長
が
山
梨
中
央
銀
行
昭

和
支
店
の
土
地
建
物
の
購
入
協

議
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
活
用

構
想
の
一
つ
と
し
て
乳
幼
児
と

保
護
者
の
居
場
所
と
し
て
「
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
構
想

が
候
補
に
挙
が
り
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
検

討
し
て
き
た
。

　
計
画
を
進
め
る
中
、
ア
ス
ベ

ス
ト
の
使
用
を
確
認
し
て
撤
去

ま
で
時
間
を
要
し
て
し
ま
い
、

ア
ス
ベ
ス
ト
撤
去
ま
で
の
間
、

近
隣
市
で
は
プ
レ
イ
ル
ー
ム
を

兼
ね
た
「
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
造
っ
て
い
る
と
い
う

状
況
の
も
と
旧
山
梨
中
央
銀
行

野
沢

Q 子育て支援センターについての考えは?

A ニーズ調査の結果を踏まえながら、
令和7年度中に優先順位を決定し方向性を示す

起
に
よ
っ
て
、
下
水
道
施
設
が

ほ
ぼ
全
壊
に
よ
り
使
用
で
き
な

く
な
り
、
水
道
施
設
の
断
水
、

停
電
の
長
期
化
に
よ
っ
て
、
ト

イ
レ
が
使
え
な
い
状
況
が
長
引

き
、
避
難
所
の
体
育
館
等
の
ト

イ
レ
に
入
る
と
、
便
器
に
非
常

用
の
ト
イ
レ
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
は

設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
の
汚
物

で
あ
ふ
れ
て
い
た
た
め
に
、
不

衛
生
な
ト
イ
レ
に
行
か
な
く
て

済
む
よ
う
食
事
や
水
分
摂
取
を

我
慢
す
る
人
も
出
て
い
た
と
言

う
。

　
こ
の
よ
う
な
劣
悪
な
ト
イ
レ

環
境
に
な
っ
た
場
合
は
、
避
難

所
生
活
の
ス
ト
レ
ス
を
高
め
た

り
、
急
性
胃
腸
炎
を
招
く
ノ
ロ

ウ
ィ
ル
ス
な
ど
の
集
団
感
染
の

原
因
と
な
る
こ
と
や
、
水
分
摂

取
を
控
え
る
た
め
、
血
液
中
に

血
の
塊
が
で
き
、
肺
に
詰
ま
っ

て
重
篤
な
症
状
を
引
き
起
こ
す

「
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
」
を
誘

発
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
主
な
災

害
用
ト
イ
レ
の
設
備
整
備
と
し

て
は
、
携
帯
ト
イ
レ
、
簡
易
ト

イ
レ
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、

仮
設
用
ト
イ
レ
は
整
備
さ
れ
て

い
る
中
で
、
よ
り
清
潔
で
快
適

な
ト
イ
レ
の
設
置
に
配
慮
す
る

永
井

町
長

町
長

Q 被災時のトイレ確保に有効な
トイレカー等の導入を
A 本町の実状や災害想定を踏まえ、

引き続き、必要性を調査・検討していく

永井　敏男 議員
と し おな が い

野沢　敬夫 議員
た か おの ざ わ
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今
年
度
の
管
理
と
備
品
管
理

に
か
か
る
予
算
と
、
今
後
の
予

定
と
し
て
、
何
年
度
を
め
ど
に

土
地
を
利
用
開
始
す
る
計
画
か

を
聞
き
た
い
。

　　　
利
用
開
始
年
度
は
、
ま
だ
決

ま
っ
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
備
品
整
理
の
た
め
の

経
費
に
つ
い
て
は
、
80
万
円
弱

を
予
算
計
上
し
て
い
る
が
、
そ

の
件
に
つ
い
て
は
当
初
予
算
の

説
明
の
折
に
詳
し
く
説
明
す

る
。
　

寄
附
を
受
け
た
旧
鮎
川
邸
の
土

地
・
家
屋
に
つ
い
て
、
土
地
は

宅
地
・
農
地
を
あ
わ
せ
て
５
、

３
９
１
㎡
、
家
屋
は
居
宅
・
倉

庫
等
を
あ
わ
せ
て
６
８
０
・
５

４
㎡
で
、
貴
重
な
財
産
を
ご
寄

附
い
た
だ
い
た
わ
け
で
あ
る

が
、
故
鮎
川
氏
と
の
協
議
に
よ

り
、
住
居
家
屋
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
活
用
、

倉
庫
に
つ
い
て
は
、
防
災
備
蓄

倉
庫
と
し
て
活
用
、
ま
た
、
農

地
部
分
に
つ
い
て
は
、
地
元
西

条
新
田
区
か
ら
要
望
が
あ
っ
た

場
合
に
は
地
区
公
会
堂
等
に
活

用
す
る
な
ど
、
覚
書
を
交
わ
し

て
い
る
。

　
今
後
、
覚
書
や
地
区
の
要
望

部
職
員
に
よ
る
見
学
も
行
い
、

家
屋
等
に
つ
い
て
も
、
現
状
を

確
認
し
な
が
ら
幅
広
く
意
見
や

ア
イ
デ
ア
を
聞
い
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
な
お
、
町
幹
部
職
員
以
外
の

職
員
の
見
学
も
行
う
予
定
で
あ

り
、
ま
た
、
令
和
７
年
度
当
初

予
算
に
は
、
備
品
整
理
の
た
め

の
必
要
経
費
を
計
上
し
て
い

る
。

　
そ
う
し
た
要
望
や
補
助
金
の

活
用
策
、
意
見
、
さ
ら
に
は
財

政
負
担
の
状
況
な
ど
を
検
討
し

た
う
え
で
、
引
き
続
き
、
公
共

施
設
再
編
な
ど
も
踏
ま
え
て
、

今
後
の
活
用
方
針
を
ま
と
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
公
共
施
設
へ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
に
つ
い
て
は
、
施
設
の

維
持
管
理
に
係
る
財
源
確
保
の

手
段
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
検
討
も
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、企
業
等
に
と
っ
て
も
、

地
域
貢
献
に
加
え
て
企
業
等
の

イ
メ
ー
ジ
や
認
知
度
の
向
上
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
道
路
へ
の
愛
称
名
に
つ
い
て

は
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
と
併

せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
放
置
自
転
車
の
売
却
に
つ
い

て
は
、
他
の
自
治
体
の
よ
う
に

リ
サ
イ
ク
ル
を
委
託
す
る
こ
と

は
、
自
転
車
の
販
売
代
金
と
委

託
に
係
る
人
件
費
等
の
費
用
対

効
果
、
事
故
が
あ
っ
た
場
合
の

賠
償
責
任
等
を
考
え
る
と
課
題

が
多
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
業
者
に
引
き
取
り
を
依
頼

し
て
い
く
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
新
年
度

に
お
い
て
、機
構
改
革
を
行
い
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
は
じ
め
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
含
む
広

告
事
業
等
、
新
た
な
財
源
確
保

策
の
包
括
的
な
役
割
を
担
う
課

を
新
設
し
、
多
様
な
取
り
組
み

を
強
化
し
て
い
く
。

　
財
源
確
保
の
役
割
を
担
う
課

を
新
設
し
、
多
様
な
取
り
組
み

を
強
化
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
つ
い
て

は
３
年
９
カ
月
、
道
路
愛
称
名

の
制
定
も
４
年
経
過
し
て
い
る

が
、
い
つ
実
現
で
き
る
の
か
。

　
時
期
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り

と
は
示
せ
な
い
が
、
令
和
７
年

度
に
新
設
す
る
課
に
お
い
て
、

新
た
な
財
源
確
保
の
た
め
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
等
の
実
現

に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

事
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
道
路
愛
称
名
の
制
定

に
つ
い
て
も
、
町
と
し
て
は
実

施
に
向
け
、
前
向
き
に
考
え
て

い
く
と
、以
前
答
弁
し
て
い
た
。

　
そ
こ
で
、
供
用
開
始
し
て
い

る
都
市
計
画
道
路
等
の
道
路
愛

称
名
の
一
般
公
募
と
、
企
業
か

ら
の
道
路
愛
称
名
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
グ
ラ
イ
ツ
の
公
募
と
併
せ
て

行
う
事
は
可
能
だ
と
思
う
。

　
金
額
は
僅
か
で
は
あ
る
が
、

新
た
な
財
源
確
保
に
繋
が
る
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
と
放
置
自

転
車
の
売
却
、
道
路
愛
称
名
の

制
定
の
進
捗
状
況
と
、
公
用
車

の
有
料
広
告
、
道
路
の
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
導
入
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　
町
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況

に
対
応
す
る
た
め
、
行
財
政
改

革
を
行
い
、
財
源
を
確
保
す
る

た
め
に
税
収
等
の
徴
収
率
向
上

に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
・
県

の
補
助
金
の
活
用
な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
た
が
、
持
続
可
能
な

行
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
長
田
議
員
の
言
う
と
お

り
、
新
た
な
財
源
の
確
保
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
各
自
治
体
で
は
、
新
た
な
自

主
財
源
を
確
保
す
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。
取
り
組
み
の

ひ
と
つ
で
あ
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
（
命
名
権
）
は
、
自
治
体

が
所
有
す
る
施
設
に
愛
称
名
を

付
け
る
命
名
権
と
諸
権
利
の
こ

と
を
い
い
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な

ど
の
名
前
に
企
業
名
等
を
つ
け

る
こ
と
で
、自
治
体
は
企
業
か
ら

対
価
を
得
て
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
新
た
な
財
源
確
保
の
た
め
、

以
前
、
押
原
公
園
等
の
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
と
放
置
自
転
車
の

売
却
等
に
つ
い
て
質
問
し
た
際

は
、
ど
ち
ら
も
検
討
す
る
と
の

長
田

Q 新たな財源確保について検討を

A 新たな財源確保策の包括的な役割を担う課を新設し、
多様な取り組みを強化していく

等
に
よ
り
、
活
用
計
画
を
検
討

し
て
い
く
に
あ
た
り
、
現
在
、

ど
の
よ
う
な
進
捗
状
況
な
の
か

聞
き
た
い
。 

　　　
旧
鮎
川
邸
は
、
土
地
と
家
屋

の
活
用
に
つ
い
て
、
令
和
５
年

９
月
に
公
会
堂
用
地
、
防
災
倉

庫
、
子
ど
も
の
た
め
の
利
用
な

ど
を
検
討
す
る
た
め
の
覚
書
を

交
わ
し
、同
月
に
寄
附
さ
れ
た
。

　
故
鮎
川
様
、
ま
た
、
ご
遺
族

の
方
に
改
め
ま
し
て
御
礼
を
申

し
上
げ
る
。

　
旧
鮎
川
邸
の
活
用
で
す
が
、

ま
ず
は
、
覚
書
の
内
容
に
沿
っ

た
形
で
、
令
和
５
年
度
末
ま
で

に
防
災
備
品
の
備
蓄
、
整
理
を

行
い
、
公
会
堂
用
地
に
つ
い
て

は
、
地
元
西
条
新
田
区
か
ら
の

要
望
に
基
づ
き
、
多
目
的
に
使

用
で
き
る
よ
う
対
象
土
地
の
利

用
用
途
や
施
設
位
置
な
ど
を
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
公
会
堂
用
地
は
、
国
等
の
補

助
金
活
用
の
状
況
を
精
査
し
な

が
ら
地
元
西
条
新
田
区
と
も
協

議
を
行
い
、
方
針
を
定
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
元
、
西
条
新
田
区

民
の
ほ
か
、
議
会
お
よ
び
町
幹

河
住

町
長

企
画
財
政
課
長

町
長

総
務
課
長

Q 旧鮎川邸の活用計画は?

A 要望や補助金の活用策、意見なども踏まえて、
今後の活用方針をまとめていきたい

河住　保茂 議員
や す し げか わ す み

旧鮎川邸家屋の外観

再
質
問

長田　信夫 議員
お さ だ の ぶ お

再
質
問
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今
年
度
の
管
理
と
備
品
管
理

に
か
か
る
予
算
と
、
今
後
の
予

定
と
し
て
、
何
年
度
を
め
ど
に

土
地
を
利
用
開
始
す
る
計
画
か

を
聞
き
た
い
。

　　　
利
用
開
始
年
度
は
、
ま
だ
決

ま
っ
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
備
品
整
理
の
た
め
の

経
費
に
つ
い
て
は
、
80
万
円
弱

を
予
算
計
上
し
て
い
る
が
、
そ

の
件
に
つ
い
て
は
当
初
予
算
の

説
明
の
折
に
詳
し
く
説
明
す

る
。
　

寄
附
を
受
け
た
旧
鮎
川
邸
の
土

地
・
家
屋
に
つ
い
て
、
土
地
は

宅
地
・
農
地
を
あ
わ
せ
て
５
、

３
９
１
㎡
、
家
屋
は
居
宅
・
倉

庫
等
を
あ
わ
せ
て
６
８
０
・
５

４
㎡
で
、
貴
重
な
財
産
を
ご
寄

附
い
た
だ
い
た
わ
け
で
あ
る

が
、
故
鮎
川
氏
と
の
協
議
に
よ

り
、
住
居
家
屋
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
活
用
、

倉
庫
に
つ
い
て
は
、
防
災
備
蓄

倉
庫
と
し
て
活
用
、
ま
た
、
農

地
部
分
に
つ
い
て
は
、
地
元
西

条
新
田
区
か
ら
要
望
が
あ
っ
た

場
合
に
は
地
区
公
会
堂
等
に
活

用
す
る
な
ど
、
覚
書
を
交
わ
し

て
い
る
。

　
今
後
、
覚
書
や
地
区
の
要
望

部
職
員
に
よ
る
見
学
も
行
い
、

家
屋
等
に
つ
い
て
も
、
現
状
を

確
認
し
な
が
ら
幅
広
く
意
見
や

ア
イ
デ
ア
を
聞
い
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
な
お
、
町
幹
部
職
員
以
外
の

職
員
の
見
学
も
行
う
予
定
で
あ

り
、
ま
た
、
令
和
７
年
度
当
初

予
算
に
は
、
備
品
整
理
の
た
め

の
必
要
経
費
を
計
上
し
て
い

る
。

　
そ
う
し
た
要
望
や
補
助
金
の

活
用
策
、
意
見
、
さ
ら
に
は
財

政
負
担
の
状
況
な
ど
を
検
討
し

た
う
え
で
、
引
き
続
き
、
公
共

施
設
再
編
な
ど
も
踏
ま
え
て
、

今
後
の
活
用
方
針
を
ま
と
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
公
共
施
設
へ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
に
つ
い
て
は
、
施
設
の

維
持
管
理
に
係
る
財
源
確
保
の

手
段
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
検
討
も
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、企
業
等
に
と
っ
て
も
、

地
域
貢
献
に
加
え
て
企
業
等
の

イ
メ
ー
ジ
や
認
知
度
の
向
上
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
道
路
へ
の
愛
称
名
に
つ
い
て

は
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
と
併

せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
放
置
自
転
車
の
売
却
に
つ
い

て
は
、
他
の
自
治
体
の
よ
う
に

リ
サ
イ
ク
ル
を
委
託
す
る
こ
と

は
、
自
転
車
の
販
売
代
金
と
委

託
に
係
る
人
件
費
等
の
費
用
対

効
果
、
事
故
が
あ
っ
た
場
合
の

賠
償
責
任
等
を
考
え
る
と
課
題

が
多
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
業
者
に
引
き
取
り
を
依
頼

し
て
い
く
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
新
年
度

に
お
い
て
、機
構
改
革
を
行
い
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
は
じ
め
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
含
む
広

告
事
業
等
、
新
た
な
財
源
確
保

策
の
包
括
的
な
役
割
を
担
う
課

を
新
設
し
、
多
様
な
取
り
組
み

を
強
化
し
て
い
く
。

　
財
源
確
保
の
役
割
を
担
う
課

を
新
設
し
、
多
様
な
取
り
組
み

を
強
化
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
つ
い
て

は
３
年
９
カ
月
、
道
路
愛
称
名

の
制
定
も
４
年
経
過
し
て
い
る

が
、
い
つ
実
現
で
き
る
の
か
。

　
時
期
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り

と
は
示
せ
な
い
が
、
令
和
７
年

度
に
新
設
す
る
課
に
お
い
て
、

新
た
な
財
源
確
保
の
た
め
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
等
の
実
現

に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

事
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
道
路
愛
称
名
の
制
定

に
つ
い
て
も
、
町
と
し
て
は
実

施
に
向
け
、
前
向
き
に
考
え
て

い
く
と
、以
前
答
弁
し
て
い
た
。

　
そ
こ
で
、
供
用
開
始
し
て
い

る
都
市
計
画
道
路
等
の
道
路
愛

称
名
の
一
般
公
募
と
、
企
業
か

ら
の
道
路
愛
称
名
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
グ
ラ
イ
ツ
の
公
募
と
併
せ
て

行
う
事
は
可
能
だ
と
思
う
。

　
金
額
は
僅
か
で
は
あ
る
が
、

新
た
な
財
源
確
保
に
繋
が
る
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
と
放
置
自

転
車
の
売
却
、
道
路
愛
称
名
の

制
定
の
進
捗
状
況
と
、
公
用
車

の
有
料
広
告
、
道
路
の
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
導
入
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　
町
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況

に
対
応
す
る
た
め
、
行
財
政
改

革
を
行
い
、
財
源
を
確
保
す
る

た
め
に
税
収
等
の
徴
収
率
向
上

に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
・
県

の
補
助
金
の
活
用
な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
た
が
、
持
続
可
能
な

行
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
長
田
議
員
の
言
う
と
お

り
、
新
た
な
財
源
の
確
保
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
各
自
治
体
で
は
、
新
た
な
自

主
財
源
を
確
保
す
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。
取
り
組
み
の

ひ
と
つ
で
あ
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
（
命
名
権
）
は
、
自
治
体

が
所
有
す
る
施
設
に
愛
称
名
を

付
け
る
命
名
権
と
諸
権
利
の
こ

と
を
い
い
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な

ど
の
名
前
に
企
業
名
等
を
つ
け

る
こ
と
で
、自
治
体
は
企
業
か
ら

対
価
を
得
て
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
新
た
な
財
源
確
保
の
た
め
、

以
前
、
押
原
公
園
等
の
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
と
放
置
自
転
車
の

売
却
等
に
つ
い
て
質
問
し
た
際

は
、
ど
ち
ら
も
検
討
す
る
と
の

長
田

Q 新たな財源確保について検討を

A 新たな財源確保策の包括的な役割を担う課を新設し、
多様な取り組みを強化していく

等
に
よ
り
、
活
用
計
画
を
検
討

し
て
い
く
に
あ
た
り
、
現
在
、

ど
の
よ
う
な
進
捗
状
況
な
の
か

聞
き
た
い
。 

　　　
旧
鮎
川
邸
は
、
土
地
と
家
屋

の
活
用
に
つ
い
て
、
令
和
５
年

９
月
に
公
会
堂
用
地
、
防
災
倉

庫
、
子
ど
も
の
た
め
の
利
用
な

ど
を
検
討
す
る
た
め
の
覚
書
を

交
わ
し
、同
月
に
寄
附
さ
れ
た
。

　
故
鮎
川
様
、
ま
た
、
ご
遺
族

の
方
に
改
め
ま
し
て
御
礼
を
申

し
上
げ
る
。

　
旧
鮎
川
邸
の
活
用
で
す
が
、

ま
ず
は
、
覚
書
の
内
容
に
沿
っ

た
形
で
、
令
和
５
年
度
末
ま
で

に
防
災
備
品
の
備
蓄
、
整
理
を

行
い
、
公
会
堂
用
地
に
つ
い
て

は
、
地
元
西
条
新
田
区
か
ら
の

要
望
に
基
づ
き
、
多
目
的
に
使

用
で
き
る
よ
う
対
象
土
地
の
利

用
用
途
や
施
設
位
置
な
ど
を
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
公
会
堂
用
地
は
、
国
等
の
補

助
金
活
用
の
状
況
を
精
査
し
な

が
ら
地
元
西
条
新
田
区
と
も
協

議
を
行
い
、
方
針
を
定
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
元
、
西
条
新
田
区

民
の
ほ
か
、
議
会
お
よ
び
町
幹

河
住

町
長

企
画
財
政
課
長

町
長

総
務
課
長

Q 旧鮎川邸の活用計画は?

A 要望や補助金の活用策、意見なども踏まえて、
今後の活用方針をまとめていきたい

河住　保茂 議員
や す し げか わ す み

旧鮎川邸家屋の外観

再
質
問

長田　信夫 議員
お さ だ の ぶ お

再
質
問

15 やまなし 議会だよりしょうわ No.205
令和7年4月25日発行



井戸端会議井戸端会議井戸端会議
地域住民と議員との対話集会

昨年度同様、令和6年度も西条・押原・常永の3地区※に分かれ、
各地区の区長及び役員の方々にご出席いただき開催しました。
紙面の都合上、一部のご意見の概要のみを掲載させていただきます。
（内容は要約しています。）

昨年度同様、令和6年度も西条・押原・常永の3地区※に分かれ、
各地区の区長及び役員の方々にご出席いただき開催しました。
紙面の都合上、一部のご意見の概要のみを掲載させていただきます。
（内容は要約しています。）
※西条地区・・・西条一区、西条二区、清水新居区、西条新田区
　押原地区・・・押越区、河東中島区、紙漉阿原区
　常永地区・・・築地新居区、飯喰区、河西区、上河東区、上河東二区

※西条地区・・・西条一区、西条二区、清水新居区、西条新田区
　押原地区・・・押越区、河東中島区、紙漉阿原区
　常永地区・・・築地新居区、飯喰区、河西区、上河東区、上河東二区

て
作
る
方
が
良
い
。
地
域
で
も
多
く
の

若
い
方
に
防
災
士
の
講
座
を
受
講
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
お
声
が
け
を
行
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

Ｑ

　区
長
の
な
り
手
が
い
な
い
。
区
長

手
当
の
引
上
げ
や
仕
事
を
減
ら
す
よ
う

な
環
境
改
善
が
必
要
と
思
う
。
議
会

で
も
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

Ａ

　区
の
役
員
だ
け
で
な
く
消
防
団
員

の
確
保
も
併
せ
て
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
区
の
役
員
は
行
政
の

担
い
手
で
あ
り
、
報
酬
を
上
げ
る
と
と

も
に
業
務
の
見
直
し
を
行
う
よ
う
提
言

す
る
。

Ｑ

　公
共
施
設
の
再
編
に
つ
い
て
、
現

時
点
で
の
進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。

Ａ

　現
状
、
な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い

状
況
で
あ
る
。
町
当
局
は
令
和
６
年
度

に
計
画
を
決
め
て
令
和
７
年
度
か
ら
町

民
に
説
明
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
よ
う
だ
が
、
財
政
状
況
等
に
よ
り
ま

だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
昭

和
町
を
考
え
、
20
年
後
30
年
後
住
ん
で

よ
か
っ
た
と
思
え
る
町
づ
く
り
を
、
議

会
も
一
緒
に
な
っ
て
議
論
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ

　何
年
か
前
に
防
災
リ
ー
ダ
ー
講
習

を
受
講
し
た
が
、
受
講
者
は
区
の
役
員

で
、
若
い
方
は
い
な
か
っ
た
。
区
の
役

員
が
中
心
の
自
主
防
災
組
織
と
な
っ
て

い
る
が
、
役
員
は
年
々
変
わ
っ
て
し
ま

う
。
若
い
方
の
防
災
意
識
を
高
め
、
若

い
方
中
心
の
防
災
組
織
を
造
り
た
い
。

若
い
方
が
防
災
教
育
を
受
け
た
く
な
る

よ
う
な
工
夫
を
、
町
と
議
会
で
も
考
え

て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ

　昨
年
は
能
登
半
島
地
震
を
始
め
と

し
て
自
然
災
害
が
多
か
っ
た
の
で
、
危

機
意
識
を
も
っ
て
対
応
し
て
き
た
。
能

登
半
島
地
震
の
被
災
地
支
援
に
行
っ
た

町
職
員
の
話
や
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

参
考
に
共
助
の
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　自
主
防
災
組
織
を
作
る
う
え
で
も
防

災
士
の
資
格
を
持
っ
た
方
を
中
心
と
し

おもな

意
見・要
望
と
議
会
の
対
応

押原地区 ●第1回　●出席者：区民16名　●参加議員：11名
●開催日：2月4日（火）　●場所：役場別棟会議室

行
っ
た
町
職
員
に
よ
る
と
、
問
題
は
ト

イ
レ
を
控
え
る
た
め
に
給
水
を
控
え
、

不
調
を
き
た
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
議
会

で
も
、
現
在
の
町
の
防
災
備
蓄
品
の
確

認
を
し
た
。

Ｑ

　釜
無
工
業
団
地
企
業
の
地
下
水
の

化
学
物
質
の
検
査
方
法
は
、
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
の
か
。

Ａ

　ル
ネ
サ
ス
、
テ
ル
モ
は
半
年
に
一

度
は
報
告
を
受
け
、
甲
斐
市
、
南
ア
ル

プ
ス
市
と
共
有
し
て
い
る
。
フ
ッ
素
化

合
物
等
、
飲
み
水
に
関
す
る
も
の
は
、

甲
府
市
上
下
水
道
局
で
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
（
P
F
O
S 

及
び
P
F
O
A
）の

検
査
結
果
を
公
表
し
て
お
り
、
昭
和
浄

水
場
系
の
検
査
結
果
も
出
て
い
る
。
全

て
目
標
値
以
下
の
検
査
結
果
と
な
っ
て

い
る
。

Ｑ

　築
地
新
居
は
常
永
地
区
な
の
か
。

学
区
は
押
原
小
で
あ
り
、
築
地
新
居
を

ど
ち
ら
に
す
る
か
統
一
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
築
地
新
居
は
い
つ
か
ら
学
区
が

押
原
小
に
な
っ
た
の
か
。

　河
東
中
島
で
は
、
学
区
は
押
原
小
だ

が
、
常
永
小
に
通
わ
せ
た
い
と
い
う
保

護
者
の
意
見
が
あ
り
、
教
育
長
や
当
該

区
長
と
相
談
し
た
。

Ａ

　築
地
新
居
は
常
永
小
建
設
時
に
児

童
数
の
関
係
で
学
区
は
押
原
小
に
な
っ

た
と
認
識
し
て
い
る
。
区
長
会
で
も
押

原
地
区
扱
い
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。
児
童
数
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て

く
る
と
思
う
が
、
区
長
会
で
協
議
す
る

必
要
が
あ
る
。

　学
区
は
規
則
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

地
区
境
の
住
民
の
「
組
づ
き
あ
い
」
に

よ
る
学
区
の
変
更
を
認
め
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
場
合
、
本
来
の
地
区
と
「
組

づ
き
あ
い
」
を
す
る
地
区
と
の
合
意
が

原
則
と
な
る
。

Ｑ

　能
登
で
は
避
難
所
の
生
活
が
不
便

だ
と
聞
い
た
。
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
配

備
や
ト
イ
レ
の
問
題
を
聞
く
が
、
昭
和

町
の
状
況
は
。

Ａ

　昭
和
町
で
は
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、

エ
ア
ベ
ッ
ド
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、

箱
型
ト
イ
レ
に
入
れ
る
凝
固
剤
等
を
完

備
し
て
い
る
。

　能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
支
援
に

おもな

意
見・要
望
と
議
会
の
対
応

常永地区 ●第2回　●出席者：区民19名　●参加議員：10名
●開催日：2月5日（水）　●場所：役場別棟会議室

の
か
。
全
国
的
に
見
て
、
質
問
し
た
ら

そ
れ
で
仕
事
が
終
わ
っ
て
い
る
よ
う
に

み
え
る
。
そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
検

証
す
る
※

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル 
を
回

し
て
い
く
。
議
会
と
し
て
、
そ
こ
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

Ａ

　一般
質
問
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

「
追
跡
」
と
い
う
記
事
を
議
会
だ
よ
り

に
掲
載
し
て
い
る
。
一
般
質
問
に
対
し

て
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の

か
、
ま
た
検
討
す
る
と
い
っ
た
こ
と
に

回
答
が
な
い
場
合
は
、
次
の
議
会
で
質

問
す
る
。

Ｑ

　自
治
会
加
入
者
の
減
少
や
高
齢
者

の
退
会
等
、
地
域
で
の
関
わ
り
合
い
が

希
薄
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
政
治
へ
の

関
心
も
薄
れ
て
し
ま
う
と
い
う
状
態
で

あ
る
。
区
長
会
と
情
報
交
換
し
て
加
入

状
況
の
実
態
把
握
を
し
、
対
策
の
検
討

を
要
望
す
る
。

Ａ

　自
治
会
に
入
ら
な
い
転
入
者
が
増

え
て
い
る
。
議
会
と
し
て
も
、
自
治
基

本
条
例
等
を
制
定
し
、
町
民
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
立
っ
て
、
権
利
、
義
務
を
明

確
に
す
る
た
め
の
提
案
を
し
て
い
る
。

来
年
度
、
そ
の
調
査
を
行
っ
て
、
議
論

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　各
種
団
体
に
お
い
て
、
町
づ
く
り
に

つ
い
て
話
し
合
う
中
で
、
議
会
の
考
え

を
提
言
す
る
。

Ｑ

　今
回
、
委
員
会
代
表
質
問
を
行
っ

た
が
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
行
い
、
ど

の
よ
う
な
効
果
が
得
ら
れ
た
の
か
お
聞

き
し
た
い
。

Ａ

　個
人
の
一
般
質
問
も
大
事
だ
が
、

よ
り
専
門
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
政
策

と
し
て
提
言
す
る
力
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
、
12
月
定
例
議
会
で
代
表
質
問

を
実
施
し
た
。
常
任
委
員
会
の
中
で
、

何
回
か
会
議
を
持
っ
て
質
問
内
容
を
検

討
し
、
議
員
の
中
で
意
見
交
換
が
で
き

た
の
で
、
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
。

Ｑ

　議
員
が
一
般
質
問
で
質
問
す
る
が
、

チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
機
能
し
て
い
る

おもな

意
見・要
望
と
議
会
の
対
応

西条地区 ●第3回　●出席者：区民16名　●参加議員：11名
●開催日：2月13日（木）　●場所：役場別棟会議室

※Plan（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Action（改善）４つのステップを繰り返すことで、業務や品質を改善する手法。
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て
作
る
方
が
良
い
。
地
域
で
も
多
く
の

若
い
方
に
防
災
士
の
講
座
を
受
講
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
お
声
が
け
を
行
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

Ｑ

　区
長
の
な
り
手
が
い
な
い
。
区
長

手
当
の
引
上
げ
や
仕
事
を
減
ら
す
よ
う

な
環
境
改
善
が
必
要
と
思
う
。
議
会

で
も
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

Ａ

　区
の
役
員
だ
け
で
な
く
消
防
団
員

の
確
保
も
併
せ
て
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
区
の
役
員
は
行
政
の

担
い
手
で
あ
り
、
報
酬
を
上
げ
る
と
と

も
に
業
務
の
見
直
し
を
行
う
よ
う
提
言

す
る
。

Ｑ

　公
共
施
設
の
再
編
に
つ
い
て
、
現

時
点
で
の
進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。

Ａ

　現
状
、
な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い

状
況
で
あ
る
。
町
当
局
は
令
和
６
年
度

に
計
画
を
決
め
て
令
和
７
年
度
か
ら
町

民
に
説
明
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
よ
う
だ
が
、
財
政
状
況
等
に
よ
り
ま

だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
昭

和
町
を
考
え
、
20
年
後
30
年
後
住
ん
で

よ
か
っ
た
と
思
え
る
町
づ
く
り
を
、
議

会
も
一
緒
に
な
っ
て
議
論
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ

　何
年
か
前
に
防
災
リ
ー
ダ
ー
講
習

を
受
講
し
た
が
、
受
講
者
は
区
の
役
員

で
、
若
い
方
は
い
な
か
っ
た
。
区
の
役

員
が
中
心
の
自
主
防
災
組
織
と
な
っ
て

い
る
が
、
役
員
は
年
々
変
わ
っ
て
し
ま

う
。
若
い
方
の
防
災
意
識
を
高
め
、
若

い
方
中
心
の
防
災
組
織
を
造
り
た
い
。

若
い
方
が
防
災
教
育
を
受
け
た
く
な
る

よ
う
な
工
夫
を
、
町
と
議
会
で
も
考
え

て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ

　昨
年
は
能
登
半
島
地
震
を
始
め
と

し
て
自
然
災
害
が
多
か
っ
た
の
で
、
危

機
意
識
を
も
っ
て
対
応
し
て
き
た
。
能

登
半
島
地
震
の
被
災
地
支
援
に
行
っ
た

町
職
員
の
話
や
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

参
考
に
共
助
の
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　自
主
防
災
組
織
を
作
る
う
え
で
も
防

災
士
の
資
格
を
持
っ
た
方
を
中
心
と
し

おもな

意
見・要
望
と
議
会
の
対
応

押原地区 ●第1回　●出席者：区民16名　●参加議員：11名
●開催日：2月4日（火）　●場所：役場別棟会議室

行
っ
た
町
職
員
に
よ
る
と
、
問
題
は
ト

イ
レ
を
控
え
る
た
め
に
給
水
を
控
え
、

不
調
を
き
た
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
議
会

で
も
、
現
在
の
町
の
防
災
備
蓄
品
の
確

認
を
し
た
。

Ｑ

　釜
無
工
業
団
地
企
業
の
地
下
水
の

化
学
物
質
の
検
査
方
法
は
、
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
の
か
。

Ａ

　ル
ネ
サ
ス
、
テ
ル
モ
は
半
年
に
一

度
は
報
告
を
受
け
、
甲
斐
市
、
南
ア
ル

プ
ス
市
と
共
有
し
て
い
る
。
フ
ッ
素
化

合
物
等
、
飲
み
水
に
関
す
る
も
の
は
、

甲
府
市
上
下
水
道
局
で
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
（
P
F
O
S 

及
び
P
F
O
A
）の

検
査
結
果
を
公
表
し
て
お
り
、
昭
和
浄

水
場
系
の
検
査
結
果
も
出
て
い
る
。
全

て
目
標
値
以
下
の
検
査
結
果
と
な
っ
て

い
る
。

Ｑ

　築
地
新
居
は
常
永
地
区
な
の
か
。

学
区
は
押
原
小
で
あ
り
、
築
地
新
居
を

ど
ち
ら
に
す
る
か
統
一
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
築
地
新
居
は
い
つ
か
ら
学
区
が

押
原
小
に
な
っ
た
の
か
。

　河
東
中
島
で
は
、
学
区
は
押
原
小
だ

が
、
常
永
小
に
通
わ
せ
た
い
と
い
う
保

護
者
の
意
見
が
あ
り
、
教
育
長
や
当
該

区
長
と
相
談
し
た
。

Ａ

　築
地
新
居
は
常
永
小
建
設
時
に
児

童
数
の
関
係
で
学
区
は
押
原
小
に
な
っ

た
と
認
識
し
て
い
る
。
区
長
会
で
も
押

原
地
区
扱
い
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。
児
童
数
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て

く
る
と
思
う
が
、
区
長
会
で
協
議
す
る

必
要
が
あ
る
。

　学
区
は
規
則
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

地
区
境
の
住
民
の
「
組
づ
き
あ
い
」
に

よ
る
学
区
の
変
更
を
認
め
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
場
合
、
本
来
の
地
区
と
「
組

づ
き
あ
い
」
を
す
る
地
区
と
の
合
意
が

原
則
と
な
る
。

Ｑ

　能
登
で
は
避
難
所
の
生
活
が
不
便

だ
と
聞
い
た
。
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
配

備
や
ト
イ
レ
の
問
題
を
聞
く
が
、
昭
和

町
の
状
況
は
。

Ａ

　昭
和
町
で
は
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、

エ
ア
ベ
ッ
ド
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、

箱
型
ト
イ
レ
に
入
れ
る
凝
固
剤
等
を
完

備
し
て
い
る
。

　能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
支
援
に

おもな

意
見・要
望
と
議
会
の
対
応

常永地区 ●第2回　●出席者：区民19名　●参加議員：10名
●開催日：2月5日（水）　●場所：役場別棟会議室

の
か
。
全
国
的
に
見
て
、
質
問
し
た
ら

そ
れ
で
仕
事
が
終
わ
っ
て
い
る
よ
う
に

み
え
る
。
そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
検

証
す
る
※

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル 

を
回

し
て
い
く
。
議
会
と
し
て
、
そ
こ
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

Ａ

　一般
質
問
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

「
追
跡
」
と
い
う
記
事
を
議
会
だ
よ
り

に
掲
載
し
て
い
る
。
一
般
質
問
に
対
し

て
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の

か
、
ま
た
検
討
す
る
と
い
っ
た
こ
と
に

回
答
が
な
い
場
合
は
、
次
の
議
会
で
質

問
す
る
。

Ｑ

　自
治
会
加
入
者
の
減
少
や
高
齢
者

の
退
会
等
、
地
域
で
の
関
わ
り
合
い
が

希
薄
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
政
治
へ
の

関
心
も
薄
れ
て
し
ま
う
と
い
う
状
態
で

あ
る
。
区
長
会
と
情
報
交
換
し
て
加
入

状
況
の
実
態
把
握
を
し
、
対
策
の
検
討

を
要
望
す
る
。

Ａ

　自
治
会
に
入
ら
な
い
転
入
者
が
増

え
て
い
る
。
議
会
と
し
て
も
、
自
治
基

本
条
例
等
を
制
定
し
、
町
民
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
立
っ
て
、
権
利
、
義
務
を
明

確
に
す
る
た
め
の
提
案
を
し
て
い
る
。

来
年
度
、
そ
の
調
査
を
行
っ
て
、
議
論

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　各
種
団
体
に
お
い
て
、
町
づ
く
り
に

つ
い
て
話
し
合
う
中
で
、
議
会
の
考
え

を
提
言
す
る
。

Ｑ

　今
回
、
委
員
会
代
表
質
問
を
行
っ

た
が
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
行
い
、
ど

の
よ
う
な
効
果
が
得
ら
れ
た
の
か
お
聞

き
し
た
い
。

Ａ

　個
人
の
一
般
質
問
も
大
事
だ
が
、

よ
り
専
門
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
政
策

と
し
て
提
言
す
る
力
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
、
12
月
定
例
議
会
で
代
表
質
問

を
実
施
し
た
。
常
任
委
員
会
の
中
で
、

何
回
か
会
議
を
持
っ
て
質
問
内
容
を
検

討
し
、
議
員
の
中
で
意
見
交
換
が
で
き

た
の
で
、
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
。

Ｑ

　議
員
が
一
般
質
問
で
質
問
す
る
が
、

チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
機
能
し
て
い
る

おもな

意
見・要
望
と
議
会
の
対
応

西条地区 ●第3回　●出席者：区民16名　●参加議員：11名
●開催日：2月13日（木）　●場所：役場別棟会議室

※Plan（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Action（改善）４つのステップを繰り返すことで、業務や品質を改善する手法。
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議会だよりしょうわNo.204について、こんな意見をいただきました。（一部掲載）

昭和町議会では、議会モニターのみなさんに議会だよりに関してのアンケートへご協力をいただいています。今回は「議会だより 
しょうわNo.204」について、議会モニターのみなさんからいただいた貴重なご意見等をいくつかご紹介させていただきます。

「議会だより しょうわ」を
読んでみて モニターさんからの意見集

「行政視察報告」について
● 行政視察は、問題点の把握や行政の向上にとても大切な事だと思います。どのよ
うに行政に反映されたかまで言及があると嬉しく思います。
「政策提言書の提出」について
● 「町長への提言書」の内容がよく分かって良かった。スペースと補足説明があれば
なお良いと感じる。
● 提言の内容の多くが行財政に反映されることでサービス向上につながり、町民の
多くがそれを実感できるようになることを期待します。
定例会で決まったことについて
● 今回の教職員志願者数の減少を改善する請願及び意見書について共感していま
す。教員の労働環境が良くないことで、若手の教員が辞めてしまうことも問題だと
感じています。
その他
● 今後も親しみの持てるおもしろい広報の作成を楽しみにしています。
● 議会だよりが町民の情報源であるので、これからも多くの意見が届く議会だより
を期待しています。

情報の多さ

読みやすさ

内容の満足度

A.多すぎる  B.少し多い  C.ちょうどいい
D.少し足りない  E.少なすぎる

A.非常に満足している  B.満足している  C.普通
D.あまり満足していない  E.全く満足していない

A.非常に読みやすい  B.読みやすい  C.普通
D.少し読みにくい  E.非常に読みにくい

A B C D E

5人

1人

2人

0

A B

00

00

C D E

0

A B

00
C D E

0

4人
2人

4人

通信簿議会だより

▼
6
日（
月
）

  

● 

議
会
議
員
新
年
互
例
会

▼
9
日（
木
）

  

● 

全
員
協
議
会 

● 

広
報
編
集
常
任
委
員
会

▼
14
日（
火
）

  

● 

区
長
と
の
意
見
交
換
会 

● 

広
報
編
集
常
任
委
員
会

▼
23
日（
木
）

  

● 

全
員
協
議
会

▼
24
日（
金
）

  

● 

山
梨
学
院
大
学
研
修
会

▼
4
日（
火
）

  

● 

井
戸
端
会
議（
押
原
地
区
）

▼
5
日（
水
）

  

● 

井
戸
端
会
議（
常
永
地
区
）

▼
7
日（
金
）

  

● 

2
市
1
町
正
副
議
長
事
務
局
会
議

▼
13
日（
木
）

  

● 

全
員
協
議
会 

● 

井
戸
端
会
議（
西
条
地
区
）

▼
20
日（
木
）

  

● 

町
村
議
会
議
長
会
議

▼
25
日（
火
）

  

● 

議
会
運
営
委
員
会

▼
27
日（
木
）

  

● 

全
員
協
議
会

▼
4
日（
火
）〜
19
日（
水
）

  

● 

令
和
7
年
第
1
回
定
例
会（
3
月
議
会
）

▼
17
日（
月
）

  

● 

甲
府
昭
和
高
校
と
の
連
携
事
業

▼
18
日（
火
）

  

● 

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
運
営
委
員
会

▼
25
日（
火
）

  

● 

埼
玉
県
児
玉
郡
議
長
会
視
察
受
入

▼
27
日（
木
）

  

● 

全
員
協
議
会

  

● 

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
定
例
会

  

● 

三
郡
衛
生
組
合
議
会
定
例
会

▼
28
日（
金
）

  

● 

中
巨
摩
地
区
広
域
事
務
組
合
議
会
定
例
会

  

● 

全
員
協
議
会

議会の動き（一部掲載）

1
月

2
月

3
月

◀昭和町議会の全日程表はこちら
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観光産業の現状からお話しいただき、本
町に観光客を呼び込むために必要なこと
や課題、受け入れ体制の整備が重要であ
ることなどをお話しいただきました。

山
梨
学
院
大
学
と
の
連
携

観
光
対
策
と
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

ど
う
考
え
る
か

●
開
催
日

　令
和
7
年
1
月
24
日（
金
）

●
講

　師

　山
梨
学
院
大
学
経
営
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　立
石

　貴
子 

氏

中学校部活動の地域移行に関し、先進
的な取り組みを行っている本町に視察に
訪れていただきました。
検討会の設置の経緯から、受け入れ母
体の確保、町からの支援、近隣市町との
連携、教育現場からの反響等に関し、意
見交換を行いました。

視
察
受
入

埼
玉
県
児
玉
郡
議
会
議
長
会
視
察
受
入

（
神
川
町
・
美
里
町
・
上
里
町
）

●
開
催
日

　令
和
7
年
3
月
25
日（
火
）

No.205
（この号）を
読んでください

ヒント

【あて先】
●〒409-3880 昭和町押越542-2
　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
●FAX:055-275-0370
●メール
　gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp
《しめきり》 5月末日 消印有効

【応募方法】
①クイズの答え  ②住所  ③氏名（ふりがな）
④年齢  ⑤議会だよりを読んだ感想
を記入して、はがき・FAXまたはメールにてお送り
ください。議会だよりへの要望・意見等もありまし
たら、お願いいたします。

正解者の中から抽選で5名の方に図書カードをお送りいたします。

No.204に
対する

次の問いに答えてください。
令和７年度一般会計予算の総額は？
◯◯億◯◯◯◯万円Q

メールに移動11日間No.204のクイズの答え

ご意見をいただいた方には個別に回答させていただいています。

子どもたちの交通安全教育もさることながら、宅地化が急速に進むなか
で、学校施設周辺の交通量が特に増えたように感じています。これまで、あ
まり車通りの無かった住宅街をスピードを出して走行する車も多く、町の交
通環境が人口増や周辺の都市化に追いつけていないのではないかと感
じます。過渡期だとは思いますが、何らかの対策があればお願いします。

メールにて（49歳・男性）

14ページの昭和玉穂中央通り線についてが、勉強になりました。たまたま
近隣を車で通った際、どうなっているのだろうと疑問に感じました。今回の
議会だよりを通して、進捗を知ることができてよかったです。

メールにて（37歳・男性）

仕事をしているなかなか時間のないなかで、町のいろい
ろな様子が議会だよりから知ることができて良いです。

メールにて（68歳・女性）

議会の活動がよくわかりました。

メールにて（36歳・男性）

12月定例会で決まったことが、一目瞭然でよく分かりました。

ハガキにて（88歳・女性）
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23
年
前
、
夫
の
定
年
退
職
を
機
に
、
北
国
山
形
か
ら
昭

和
町
に
越
し
て
き
た
。夫
に
と
っ
て
は
48
年
ぶ
り
の
故
郷
。

ほ
ぼ
浦
島
太
郎
状
態
で
、
初
め
て
の
私
と
そ
う
変
わ
り
が

な
か
っ
た
。
幸
わ
い
亡
き
両
親
が
残
し
て
く
れ
た
家
に
住

み
、
周
囲
の
方
々
に
沢
山
教
え
て
い
た
だ
き
、
又
助
け
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
ど
う
に
か
昭
和
町
民
と
名
乗
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
気
が
す
る
。

　
当
時
は
、
田
ん
ぼ
に
水
が
入
る
と
、
夜
、
蛙
の
合
唱
が

聞
え
る
自
然
の
の
ど
か
さ
が
あ
っ
た
。
田
畑
が
減
り
、
店

舗
や
住
宅
の
増
加
と
共
に
、
の
ど
か
さ
が
少
な
く
な
っ
て

い
く
の
は
、
少
し
残
念
な
気
が
す
る
。

　
現
在
、
地
域
の
「
百
歳
体
操
」
に
参
加
し
て
い
る
。
団

塊
の
世
代
の
私
を
含
め
、
参
加
者
は
皆
高
齢
者
で
色
々
痛

み
が
あ
っ
て
も
毎
週
集
い
、
情
報
交
換
も
で
き
る
。
自
力

で
歩
き
行
動
で
き
る
よ
う
、
地
道
な
自
助
努
力
で
、
健
康

寿
命
を
少
し
で
も
伸
ば
そ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。
そ
の
上
で
、
公
的
な
支
援
が
必
要
な
時
は
、
町
が
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
る
公
助
の
助
け
を
、
大
い
に
借
り
よ
う

と
思
う
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
、
昭
和
町
！

　
21
年
前
、
我
が
家
は
昭
和
町
に
引
っ
越
し
て
き
た
。
翌
年

に
小
学
校
入
学
す
る
息
子
が
車
椅
子
を
使
っ
て
お
り
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
小
学
校
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
「
昭
和
町
は
良

い
」
と
聞
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。

　
学
校
内
の
環
境
整
備
も
熱
心
に
行
っ
て
い
た
だ
き
、
担
任

の
先
生
に
も
大
変
よ
く
し
て
い
た
だ
い
た
お
陰
で
、
小
学
校

生
活
の
６
年
間
は
非
常
に
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
た
。

　
身
延
線
の
駅
が
近
く
、
引
っ
越
し
後
に
開
業
し
た
イ
オ
ン

モ
ー
ル
に
よ
り
利
便
性
が
増
し
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

そ
の
反
面
で
地
域
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
事
に
ギ
ャ
ッ
プ
を
感

じ
た
記
憶
が
あ
る
。
小
正
月
の
ど
ん
ど
焼
き
に
合
わ
せ
て
獅

子
舞
が
各
戸
を
回
る
と
い
う
昔
な
が
ら
の
文
化
が
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
お
り
、
獅
子
舞
が
子
ど
も
ク
ラ
ブ
と
一
緒
に
各

戸
に
回
る
の
だ
。「
ま
い
こ
め
ま
い
こ
め
〜
」
の
掛
け
声
と
共

に
町
内
を
練
り
歩
く
、
子
ど
も
た
ち
は
持
ち
切
れ
な
い
程
の

お
菓
子
を
貰
い
、
獅
子
舞
後
に
は
温
か
い
ラ
ー
メ
ン
を
ご
馳

走
に
な
る
。
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
み
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

い
ま
だ
に
息
子
も
「
ま
い
こ
め
ま
い
こ
め
〜
」
の
楽
し
か
っ

た
思
い
出
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
っ
た
子
で
も
、
息
子
の
様
に
充

実
し
た
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
な
教
育
・
福
祉
の
更
な
る

拡
充
と
、
獅
子
舞
等
の
文
化
の
継
承
に
向
け
た
取
り
組
み
を

期
待
す
る
。
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青空と緑と産業のまち「昭和町」に住む
皆様にご意見・ご感想を伺いました。
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令和7年４月１日付の人事異動により、

佐野 達希氏が山梨県市町村振興課へ。
後任として前生涯学習課の

俵 有輝氏が議会事務局に配属となりました。

議会事務局員に俵 有輝氏
たわら ゆうき

たわら ゆうき

さの たつき
令和7年４月１日付の人事異動により、

五味 隆氏の後任として
議会事務局長に前都市整備課長の

鷹野 利仁氏が議会事務局に配属となりました。
たかの としひと

ごみ たかし

新議会事務局長に鷹野 利仁氏
たかの としひと
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